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・1ヒ 千 島 産 菌
Fungi collected in th'3 northern区urileB

(With English l・esume,p. 3) 

照井陸奥生

Mutsuo Terui 

北海道大事農車部植物事教室

類

千島列島産菌類の世に紹介されたのは1904年草野(14）により占守島産菌類 7種の記載せられたのが哨矢であ

る．其の後 Dietel(2），伊藤 （8,9），笠井く10），富樫 く13),Colley and Taylor，く1），平塚 く3,4，ラ，6,7) 

， 及び永井，島村等 (12）諸氏の報告により， ζの列島には総計 106種の菌類査するこ正明かにされた。

著者は過〈・る1943年及び其の翌年の2年に互り，北千島防衛の一員として幌延島に滞在した事があるb其の｜悶，

岡地方に於ける食用野草を採集して原色描篤をなすととを主たる業務とする傍ら，菌類をも蒐集する機曾を得た。

此鹿に報告する菌類は其の・詰・時の採集になるもので・あって， 22極中9種（申印をドj.jしたもの〉は筆者によりて，

はじめて千島列島に産することを明にされたものである。又 RhysothecaHa 1 stedi i(Far I.) Wi 1宵・の寄主ア

キノキ !I~ サウくSolidago Virgaurea L.）は本邦に於ける本菌の新寄主と認められる。 X Phragmidium 

Andersoni Shear は本邦に於てはとれまでに未だ採集せられたることなき稀類である。

本稿を草るすに賞り種々助言．を賜った栃内敬授に衷心より感謝の意を表する．

1.申Pliysode・miαMenyαntliisDe Bary 

ミヅカシハ （Menyαntliest?"lfoliαtct L.〕の薬上に寄生（幌延島， 8月3日，＇194H)0

・ 2. RliysotliecαHalsted“（Farl.）。Wils・

アキノキザンサウ （SoUdαqoVi1・9α'll'teaL.）の業上l亡寄生（幌縫島， 9月3日， 1944）。

本種は従来北米に於て各種菊科植物に寄生するとど報告せられ Solidago属のものに就てはカナダアキノキ

9シザウ （Solidago canadensis L.）上に護見せられてゐる。我が闘に於ては津田粂吉氏が台湾に於てメ

ナ司己主（Siegesbeckiaoriental is L.）上に，永井・島村は千島凶後島椅於てキタアザミくSauseureaRiederi _ 

Herd.）上に其の寄生せるものを採集せるのみである。

3. Rhyεotheca: Umbellijerα7・lmi(Cn.sp.) Wils・

4.骨P.t

シヤク （Anthriscits sylvestri s Hoffm.）θ薬kに寄生℃幌縫島， 7月初日， 1944.）及びマ

ルバタウキ （Li'J'llS Ii cwn scoti c'ltrn L.）の業上に寄生（幌経島， 9月38',1944). 

ハコべ （Stellαri α m.ediαCyr~ll.~ の葉上に寄生（脱．鐙島， 7月3 日， 1943)0

5. PucciniαBis tortαe (Strαuss) DC. 

ムカゴトラノヲ （Polygonwnvivipαrwn :L.）の業上に寄生（幌延島， 8月初日， W43）。

6.骨 P1ucciniαOircαeαePers. 

ミヤマグ＝クデ Ci1・cαωαlpinαL.）.の薬上に寄生（幌延島， 9月8日， 1944）。

永井・島村（12）によれば千島凶後島ナヤチヤ岳に於て採集せるミヤマタユタデ上の鶴子陸は本商なり＆同

定せるも，其の後平塚（ 5）に主る同標品の研究によれ同蘭は Pucci!liaCircaeae Pers. には非るこ

と明かにされたるを以て，本菌の千島列島に産す喝障とは今日迄不明であヲた．

7.ホPitcciniαCi1・siiLasch. 

チシマアザミ （Ci.rsiitrnkamtschαt-i cion Ledeb.）の葉上に寄生（幌鍾島＇ 9月3日， 1944)0

8. Pucciniα長s'twae Plow. （鈴子陸〉

クロミノウグヒスカグラ （Loni.ce1・αcoeruleαL.var: aliai ca, S＼＼・・）の薬上に寄生く幌縫
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島， 8月20日， 1943）。

9. P'UcciniαMajαntlimni Diet. 

マヒヅルサウ （MajαnJ,/i,em,wnidi lα6αtu町 Nels.et MM1瓜）の薬上に寄生（幌延島， 9月

3日， 194:4)0

10.牢Pucciniαoblongαtα （Link.)Winter 

ミヤマスズメノヒエ （bnulacα11ipest1・isDC・ v釘・ sudeticαCelak.）の葉上に寄生（幌簸

島， 9月8日， 1944）。

11. p.匂cciniαViolαeDC. 

エグノタチツボスミレ（Violarnic？・αntliaTurcz.）の業上に寄生（幌延島， 9月3日，1944).

12. Urwiyces Gerαnii (DC.) 0他的 Wartm.

チシマフウロ （Geraniumeriαntliwn DO.）の葉上に寄生（幌鐙島， 9月30日， 1944).

13. Uramyces Hedysαri-obs側、i(DC.) Cares ti a et Piccone 

手シマグング （Hedysαrumobscurimi L. var. neglectwn 'frautv.）の葉上に寄生（幌縫島，

9F.J3日， 1944)0

14・骨PltragrnidiwnAnde1・soni Shear 

キンロバイ （PotentillαfruticosαL.〕の薬上に寄生〈占守島， 8月28日， 1944)0

本種は Sbearにより 1902年北米に於でキシロパイ（Poten-,/ 

tilla fruticosa L.) 上に寄生せるものを記載され議表され

たものである。本邦に於ける採集記録は，之が最初なるものの

如し其の性款を記せば失の如しo冬胞子堆は葉の裏面に黒色

小斑駄をなする冬胞子（45-80=20-35 /1.）は帯暗褐色筒般を

呈し， 9f咽は疲扶， 3-5個の細胞より成り，其の先端に決黄色

の乳頭突起を有する。護芽孔は各細胞にl-3伽lを有する。胞子

柄（58~80/1.）は長〈して，下部膨脹，無色である。

15. * Phrag11iidiwnα7・cticum Lagerheim 
チシマイチゴ（Bゆ＇us arcticits L.）の業上

に寄生（幌鐙島， 10月1日， 1944).

16. Xenodoclms仰 7・bonarius(Wint.) Schlech. 

‘シロワレモカウ （8αnguisorba tenuifoliα 

Fis¥h・ var. albαTrnutv. et Mey・〉の築上或 ー戸、、
第 1闘 は葉柄上に寄生（幌鐙島， 9月30日， 1944).

1:hraρdぬtmA叫 γsoni~h偲r・臼. .Jfelampsora Ki伽 nmDiet. 

イハオトギ9(Hyper似 miKa1ntschati剖.trnLedeb.の薬上に寄生幌篠島，9月30日，1944)0

18.牢P'llcciniαsfrwnEpi~lobii Otth （夏胞子〉

ヤナギアカパナ （Epilobimnpαl'l.lst？’e L.）の業上に寄生（幌縫島， 7月30日， 1944).

19. E.xobasidi'ltm Vu.ccini Wor. 

クロマメノキ（Vacciniitm itliginosmn L.~業上に寄生く幌縫島， 9月3日，1944)0
20. Sphae1・otliecαHwn'ltli(DC.) Burr. 

オ＝シ毛ツケ（Filipendulαkαmtseliαfieα班axim・）の薬上K寄生（幌延島3月8目下1944)0
4"" 21.持RliytismαRlwdodendriFr. 

エグツツジ（Rlwdodend1・onkαmtscliaticwn Pall.）の薬上に寄生（幌縫島， 9月初日，IU44）。
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~2. Rltシtism，αsαlicinum(Pers.) Fr. 

チシマヤナギ （Salixα＇retieαPall.）の薬上に寄生〈幌経島， 7月3日， 1944)0

引用支‘献

I. Colley, R. anp Taylor, M. ¥V. 1927. Peridermium kurilense Dient. on Pious pumila Pall., 

and Peridermium indicum n. sp. on Pious excel sa Wall. .Tour. Agr. Res. 31 : 327・：no.
2. Dietel, P. 190ラ. Uredineae .Taponicae lI・Engl. Bot. Jahrb. 37 : 97イ07.

3. Hiratsuka, N. 1928. Notes on melampsoraceae collected in the Kuriles Jour. Sapporo 

"Soc. Agr. and Forest. 19：ラ64・568.

4. 一一一一一 1929. A list of the Uredinales collected in the Kuriles. Jour. ~apporo Soc. 
Agr: and Forest. 21 : 95・107.

／ 

丘 一一一一一 1934. Notes on gapanese～rust funi (I) Jour. Jap. Bot. JO : 1-8. 
6. 一二一一一二 1935. Phnagmidium of Japan. Jap. Jour. Bot. 7 : 227-299. 
れ 一一一一一 1937. Notes on Japanese species of Uromyces. Jour. Jap. Bot. 13 : 29-47. 
8. Ito, H. 1909. On the Uredineae parasitic on the japanese Graruineae. Jour. Coll. Agr. 

Imp. Univ: 3 : 180・262.

' 9. 一一一一一 1922. Uromyces of Japan. Jour. Col I. Agr. Hokkaido Imp. Univ. 11 : 211-287. 
10. Kasai, M. 1910. On the Japanese species of Phragmidium. Tran脚ct. Sapporo Nat. Hiat. 

Soc. 3 : 27・ラ1.

11. Kudo, Y. 1922. Flora of the Island of Paramushir. Jour. Coll. Agr. Hokkaido Imp. 

Univ. 11: 23・l83.

12. Nagai, M. and Jrt, Shimaura. 1933. List of fungi collected in the Island of Kunaehiri, 

Knrile. Jour. Sapporo Soc. Agr. and Forest. 2ラ： 71-89.

日.Togashi, K. 1925. : Fungi collected Jn the Islands of_ Rishir i and Rebun, .Hokkaido. 

Jap. Jour. Bot. ll: 75・111. 
14. Yabe, K. and K. Yendo 1904. plants c'ollected in the Island of Sbuumshu, Kudle. Bot. 

Mag. 18: 167・198.

I I 

Resu.me  

From 1943も0 194~ιhe writer 的tyedin the norもhernKmiles on 11ccount of the military 

service，魁dhe had opporttmi ti朗色ocollect駒田eparasitic fungi in出is. di strict. In血is_paperもhe

wri旬rintended to repor色22species・ of fungi coll舵ted on出is occ蹄:ion. Among them 9 ep舵i倒

(marked with ＊〉町enew to Kuriles and 1 species (Plirαg1nidfom Andersoni Shear.) is new to 

us. 
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• Oy8ti ce?・cus Jasci仇仙の異常型8例仁就て
On伽 eecas倒 ofabnormalities found in the rat ces旬de,

CysUcer~us Jas<,{ol仰向・（Wiぬ English均 u凶， P・ 7 ), 

山下次郎

Jiro Yamashi祖

北海道大事農畢部動物畢敬室

蝶虫類の中でも篠虫は異常型の多いものとされているo 保虫の異常型にワいで最初の鷲見がたされたのは02:

tC. 2世記以前の乙とである。爾来 130余編の報告がなされているが，我闘に於ける報告は従来吉田， 岩田lk.び

古賀等による僚虫の成虫に就ての報告があと7の与で，幼虫に就ての異常型は金〈公表されていない。以上の如

〈諸タド固に於て多数殻見された僚虫の異常型もその殆んEが成虫に就てであれ 幼虫に就ての異常型は極めて

少い。成虫に於ける異常型としては異常片節即ち外親異常警墨したもの及び内部構造く味に生殖系に多い〉白

異常，又額鴫の鈎の配列及び鈎の形態即ち退化型の出現等或ひは股盤の裁に於ける異常， 額鳴の教に於ける異

常， melanin 頼粒の異常分布等， かなり康範閣に亘って見られている。又幼虫に就ては Cysticercus 

cellulosae に於ける額噴の鈎の酉E列呉常が Delore, Cobbold及び Weinlandによっで報告されている。

又 C.cellulosae, ・c. bovis, C. fasciolaris, C. pisiformis, C. tenuicollis, Coenurus 

- cerebral is及び C. serialisに於て6仰の眼盤を有した異常型が護見されている。 Leiper(1913）は6例

の吸盤を有し而も 2個の額噴を有ずる C. pisiformis を報じ， Raillietは3側乃至10制の吸盤を有した

C. serial is数例に就て記載した。 Rudolphi はl備の尾胞より 2例の strobila を獲した所謂双頭型を記

載している．叉 Dollfus(193めは C. fasciolar i日の6楽に分岐した呉常形l例を報告した。

今回著者は杭幌市内の住家性鼠の寄生虫に就て調査する機曾を符， それら鼠の肝臓或ひは腸間膜から集めら

れた C.faeciolarisの Cystは 8,310・1閣を算した。その中約 2,500個体に就て精査した結果， 本虫の異常型

3例に遭遇した。本例中2例は Rudolpbiが C. pisiformis K於て護見したと同様の双頭型であって，そ

の中の 1例は更にラ側の吸盤を有する重複泉常型てるった。此の形は C.fasciolaris からは初めでの費見で

ある。 他の l例は H伊lの Cyst 中に3骨苛D虫体を有したもので， lfi聞の虫体を有することが原則でるる．

Cysticercus の如き糠虫の幼虫としては世界J'!X:・初の異常型で極めて珍奇な形と云へる。 蕊に著者は之等の

C. fasciolari H の児常型3例について報告しようと思う。

1. 第 1 例

1 i問。尾胞から裂した2倒の剖r?hila及び頭節を有する虫休で， f.114 etrobila の大さは 13.~mm

(1闘a）及び14.0mm(1闘b）でr前者・の片節は65個，後者は 63佃でるる。 尾胞の大さは 7.8×

7.0nunで略々国Jfbtc近い横｜宥闘形を示している (l届D., 各片節は正常で幅は長さに比し著し

く虞い（2岡〕。 If樹aの吸盤は4i闘で突出レ額鳴は短く， 361聞の大小2種の鈎が規則正しく交

互に 2列に配列し，大形の鈎は長さ 0.396mm，第1替曲の開きは0.208mm，第2毎曲の開きは

0.194mmで，後方の隔は0.035mmである。 ！］、鈎の全長ほ0.252mm，第1替曲の開きは0.12Umm,

第 2毎曲の開きは 0.14m!_Uで幅は0.208mmであった（5間〉． 而も之等大小各群に於ける鈎の大

さには特筆すべき餐異は見られなかった． .~ 

I闘bCD吸盤は5個で，吸盤の数に於て異常を呈している＠従来他の僚虫に於て見られている

吸盤の異常は6個を示したものが大部分であり， 5個の如く奇数を呈したものは珍しい0.之等

の吸盤は何れも突出して，本種の正常型に見られる形獄事と有し，大さも正常で・ある。額嚇の鈎

は大小 2 種が 2~ijtc並び，その数は前記ぶものと同様36個である．大形の鈎は全長 0.4lmm，第

4 



.,.... 

Vol. 18, Pt. 1-2 Trans. Sapporo Nat. Hi st. SQC. July, 1949 

1湾曲。開きは0.217mm，第2録曲の開きは0.1“mmで，鈎後方の隔は0.046rum，最大幅0.057mm
でるった。小形の鈎は金長 0~260mm，第 1 轡曲。聞きは 0.1“mm，第 2脅曲の開きは 0.136mm,

後方の幅は0.029mmである．

以上。如古形態を有するが，之等は明かに Taenia属候虫の形態を示すものであり， Taeniα 

tαeniα'forni?.ciの幼虫 Oy.sf?'cercmfaun'ola1lイsの異常型であるととは明かである，

2. 第 2 例

本例は第1例と同様。異常形であるが， 1例の strobilaは他方のものに比し愛育悪く，休長

及び休幅はその~に過ぎない（9刷、尾胞は7.5 × 5.2mm，小形の strobila O閥的は長さ5.5mm,

幌Immを有し，他の strohi1a(9肘lb は11×1,8mmの大さを有している。前者は4伺の突出L

た吸盤を有L，額瞬の鈎は28f同で，同程度。休長を有する正常型に比較すれば額鳴の鈎の愛育

は著しく遮れている。而も鈎相互間にはかなり愛育に遅速が認められる，即ち8闘にその一部
を示したが， a,b, c, d及ぴeは将来明かに大）践の鈎となるべきものであり， dはそα後方部が

綿々延びつhあるもので、ある。正常の虫休の後育と額噴の鈎の後育との閥係は現在著者の観察

l，つ Lある底であつで，前記異常型に於ける額嚇の鈎の愛育は異常であるととが明かで‘ある。

f及びgの小鈎は将来その隔を増し， 多少轡曲を形成して4国或ひは 6闘に見る如き完全な小

鈎となるものである。将来大鈎となると見られる鈎の大さは全長0.25Umm～0.28mmで，将来・1.p

聞の突起となるぺき部と後端となるべき部位と心開きは0.09mm～0.14mmを示している．小鈎

は全長0.18mmを示し，大きな費異は認められないふ

額明白鈎は341同であるが， strobila の愛育に比しその

後育は僅かに怒れ，他の strohila(9樹めに於けると同程度の愛育を示した。将来大鈎となる

べき鈎は全長0,262mm，後方の隔は0.14mm前後で，小鈎は全長 0.194mm～0.223mm, 最大幅

0.03～0.05mm，後方の幅は0.086mmを示すもの或ひは，それより遥かに愛育の遅れた幅狭き形
のものが見られた。之等C鈎相互間の愛育にはか左りの遅速が認め，られるく10圃）。

以上の鈎C形態，吸盤P形態，共他の特徴は何れも O.fa sci ola？むの異常型であるととを明

白に示すものであってわ本例が第1例に比し休長（片節数、の割に額噴の愛育惑く，殊に第 1

例は同一尾胞から食した2i問。 strobila愛育は同程度で，何れも正常型に比し額燐の形猷，大

ち

，，， 
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さ，配列，吸盤。形欣，大さ等tζ特記すぺき差異をと認められなかったに反L，第2例は同一尾

胞より澄した2伺の strobilaはその大さ rn－節数及び体制）に著しい差異が見られたにも拘ら
や額噴の愛育は同程度であった事質からすれば，第1例は斯る異常型にも拘ら守、雨脚obilaは

略JゼI長常のき菱育をたしたと・とが明かであり，第2例はその護育上にか友りの障害を受けたもの

と云へる。

3. 第 3 ＇初j

Cysticercusに属する糞虫は Echinococcus（包虫〉或ひは αe1l'l{r'USく共尾虫〉たどと異り，
1 1同D Cyst中には虫体1個を有するととが原則であるが，今回著者は 1頭のドプネズミの濃

厚感染例の肝臓から縛営多数の Cyst中に， 8例。l虫休を指す1伺の Cysもを後見した。との

Cystの犬さは6.0×6.0mmで、球形を星し，内部の虫休の中 11同は尾胞4.6×4:7mm, strobilaの長

mw 
ャ～
12 

-1相官．

さ6.2阻.m, 片節敷は48個で突出した4個の吸盤を’有し， 額噴の鈎ほ 12闘に示す如く完全な

Taenla. 型を示した。その長さは大鈎 0.42m~， 小鈎0.275mmであづたが，鈎の大部分は離脱し

ていた銭K，鈎D敷は不明であるー（121剖〉。然し鈎，吸盤の形態，額噛の形態等みらみて本虫が

C. Ja.<JCiolari.~ に属するものであるととは明かである＠

同一 Cyst中の他の 24聞は何れ、も後育初期のもので， 未だ吸盤或ひは額携の形成も認め・られ

すz，尾胞内tl:~色入 L， ーその大さは用者共 1.4 × 1.2mmであった。特にとの中の 1 個体は後育悪く，
頭部o形成も不完全であった。
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Resume 

The present paper gives the description concerning abnormalities of C. Ja.Qci'o!ari.<1 oollec加d

from the house r叫sin Sapporo CiもY・
t、

( 1) In the first叫 rse,ft specimen has two ,strobilae on ・a bladder which are五respectively

13.9組 d14.0 mm. in length. There is nothing abnormal in白色 appearanceof th.e suckers e玄cep色

that one scolex has five suckers. The hooks町eof a typicnl form of Tnenin. 

く2) In出e前condcase, aゅ回imenhas nlso two s針。bilae,but the len民1tand breadth of 

' one strobila ・a.re almost n half ofぬeother one.. The size of both strohiln is 5.5×.1.0mm. nnd 

11×l.Smm. resp回：tively. Their hooks are easily recognizable蹴 Taeniahooks. 

(3) Jntbe third G倒e,one cyst has three specimem~ ， and the size of ij~e cy凶 is6.6 X 6.0mm. 

Among theseもhreespecimens, one is 6.雪山・ inlength, and the tail hlndder 4.G X 4~.7mm. in size. 

The other・ two sp~imens are in the earlieHtぉtageof Iarral development wiぬoutthe sucker and 

hooks, and their scolices日etin the bladder. 'rheir bladders町eof similar丙izebeing 1.4×l.2mm. 

This is the first report in Cysficercus. 

， 
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紅藻ヒピラウドの雌性生殖器官の進展に就ドての）知見
Contribution to the knowledge of the deve.lopmenもofもhe

femaJ e organ of Dudi・esnαyαjα：ponicαOkamura. 

(With En£1ish resume, p. 12). 

庚瀬弘幸

~iroyuki Hirose 

北海道大畢農事部水産植物事教室

紅蔀類に於て雌性生殖務官が受精した後の護展過程に就いては近時次第に詳細に調ぺられて来？とが， 主企し

て外国産の材料について行はれた研究が多し邦彦の材料による研究は存外多〈ない。それ故外岡産と同じ積，

同じ届で我闘に産するものに就いて一廉遮試験的に確める事は必要の事と信じて，最初に包ピラウド Dudres・ 

naya japonica Okamura K.就いて観察した。

同腐の穂類に就い’ての研究

ヒピラウド属pudresnayaの属するリウ毛ンサウ科Duriiorrtiaceaeはクりプトネミヤ目 Cryptonemiale日

中に持ても系統皐引に見れば寧ろ下等の科であっで，現在 Acrosymphytonに属し，嘗ては Duder sna yaに

蝿してゐた A.purpuriferaの如きは，その嚢果形成に至る迄の雌性生疏器官の護展がテングサ円 Gelidiales

に近い事を想はせる。 Acrosymphyton purpudferaを除いた Dudresnaya麗には現在 D.coc..c inea, 

D. crassa, D. japonica, D. minima，の四稀が知られてゐる。耐色等涼類の雌性器．官の受精後の賞展に就い

ては：ーD.coccinea. D. crassa の二穏に就ャては :Bornet et Thur et ( 1896), 01 tmann日(1898),

Howe_ (1905), Kyl in ( 1928), Kyl inく1937）等に依ワて明にされた。 之等の著者の研究結果と著者の視

察結果とを比較検討した。

材料と副頭方法 観察した材料は，北大教授時岡部民が1942￥－の 3H31円に志摩園和具の演で採集をられた

ものをアオル・マ Pン液演にしたものに依った。染色にはラクチック・フ・ノレーくコ ットンフ＂1L-~の酪酸 0.59ち溶液〉

を用ひ，プレパラ F トは藻体を押し潰して鮪鏡した。 ’観察の主限は，細梅の連絡、癒合の扶態に注がれ， 細胞

核については金々鯛れない。

ー
ー受精前の雌性守官の構造

1. 胎原列 Car,Pogonin.lBrnnch ：胎心胞細 C町pogoneは中軸細胞叉は走れより溌．出した輪生

枝の頂端。部分に形成せられるが，此の校は，中軸細胞叉は輪生枝より後出した1本の同化線

であ？て， ・10-18ヶ細胞の 1列主り成り，枝を構成してゐる各細胞にはF 数｛間の盤紙の色素体

が存在し且又校の基部から屡々根様総を分l践してゐるが，此根様総は主軸叉は輪生校から愛

出する根様総と同じ形態をしてゐる〈第1闘A,B)0 
此の枝の先端部分の6個乃至91間（ 7 4岡の場合が最も多い）の細胞が特陀内容に富んで，ヲ

， クチけ・プル｛で濃青色に染まる胎原列を影成十 此の 6-9倒。細胞に績く細胞は中性
細胞官、あって（第1闘A,R) 1乃至11個より成る。胎原列は最先端の胎心細胞主り算へて第3

番目。細胞から念に屈曲する場合が最も普通であり（第1闘 A,B), 胎心細胞より出る受精毛

は基部経れ，極めて長く仲び，中途で、数回螺旋献に屈曲する場合が多い（第1闘A,B）。

2. 助細胞列 Auxiliary Cell Branch J 助細胞列も中軸細胞叉はそれより護出した輪生枝の

枝として多数形成せられ， 10乃至24個主として14-18伺細胞より成り，助細胞は助細胞列の膨

大せる部分の中央を占めて，その形は粉々矩形に近く，之と隣接する梢々固形に近い大きな 2

ケ細胞よりも必宇小さい。此の2ヶ細胞は甚だしく膨大して内容に富む。助細胞は校の基部か

s 
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ら s~u番目の細胞にあたり，助細胞より先端迄は 6-8 ケの細胞から成る。此の内，助細胞を

大休中央にした数ケ細胞が内容に富み，他の細胞は色素体を有し？と中性細胞である（第4国B）。

助細胞校C極めて幼き時代のものも極めて内容に富んだ1乃至数ヶ細胞より成り， $11然と他と

直別がつくが（第4園A）之は岡村金太郎（1908）＇の園譜 42園版第1固に精細に示されてゐるb

3. 受精後の雌性器官の溌達：

A. 胎原列の進展 Developmentof Carpogoniru Branch.受精した後，胎心細胞より 1ケの

長い叉は短い突起を出し（第1樹C）胎原列の第4又は第5細胞（胎心細胞から数η、た番競〕

（以下略〕と連絡し，此の連絡部分に雨細胞の内容が移って膨れて1ヶの癒合細胞が出来上る。

此の癒合細胞は外形で、は{1）胎心細胞と連絡部分とが癒合した部分と， t2）第4叉ば第5細胞とが

連絡したま Lの形で癒合する。即ち第4又は第5細胞は最後迄もとの形を存してゐる。ヨたいで

此の癒合細胞が第5又は第6（稀に第7）細胞と連絡して（第1阿D，第2刷A）＿，第2の癒合

‘ 

第1圃 胎原列.A. B，受精直後の胎原列×220:c，・受精後の胎心細胞から突起をmした扶態×300:D，胎
心細胞から登生した突起が胎原列第4細胞及び次いで、第5細胞と連絡して2ケの癒合細胞を生じたるもの×

300. a，体を構成する中軸細胞； b，第一癒合細胞と第二癒合細胞との連絡部分； c又は l，胎心細胞； f，連

結輔、；p，受精後胎心細胞より張出した突起； t，受精毛； r，胎原列の基部から護出した根様締； 1,2,3, ... 7, 

胎涼列細胞の胎心細施より算へた番披）I贋； ‘I，第」癒合細胞； E，第二癒合細胞。
第2圃 A，未だ連絡部分の残存してゐる立ケの癒合細胞の集り×300:B, C，連格部分が断たれた直後の2ケ
の癒合細胞x300. a，体を構成する中軸細胞； b，第一癒合細胞と第二癒合細胞との連絡部分； c又は l，胎

心細胞； f，連結線； t，受精毛； 1,2ム…7，胎原列細胞の胎心細胞より算へた番批JI回； I，第一癒合細胞；
E，第二癒合細胞。

細胞が形成され，線計2ケの癒合細胞が出来るが， 第1の癒合細胞と第2の癒合細胞との連絡

は間もなく断たれるく第2凶A,B,0）。此の第2の癒合細胞が形成せられる場合に（1）第1の癒

合細胞からE誌に突起が出来て，第2の癒合細胞を形成するものか（2）胎原列中のヒポヂナス

細胞が新しい突起を出して之が第1の癒合細胞に連絡するものか，しづれかは遂に観察し得な

9 
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かったが，第1の場・合が故も織からしく怨像せられる。いづれ比しても最後には4 胎心細胞と

胎原列の第 4 えは第 5細胞（特l'Ct;f~4及び1({5の2佃細胞と）との結合に怠る癒合細胞と，胎

原列の第5叉は第6細胞（稀に第7細胞〕を中心とした癒合細胞との 2個の癒合細胞が連結綿

(connecting filament）の禁足黙と左つでゐる（第3園A,B,_ 0）由連絡線は多数作られ， ’極めて

長＂：＇が有節で、ある o 癒合細胞から助細胞迄完全に連結した連結線は遂に翻察し得なかったが途

中切断せられてゐるとは言へ明に首肯し得る欣態のものは屡々観察した。

／ 

B. 助細胞の進展と糞果形成 Development of Auxiliary Cell and伽 Formi:ition of 

Cystocarp. 胎原列の細胞D癒合したものから幾出した連結r稀は，助細胞と結合して＇ :3えいで・再

び草に何l長して他の助細胞に向ふか，或は数本の枝を新し〈後出して他の助細胞に向ふが，此

等の枝は極めて長いけれども有節であるく第4ti剖C）。連結線と癒合した助細胞は一方の側に膨

れて不規則な；形を呈し（第生同D), 此の納胞から多くの治胞締（gonimobln.stfilamenのがき差出

し，法胞紛の各閥笛jの細胞は線、べて果胞子となり，数ケの小仁を治り，此等の小f二相集ってーケ

の大きな球欣或は少しく腎臓形の岡塊を成すに到るぐ第4Ju・,ijE, F, G ）。斯くして出来上った袋

呆は常に必宇助細胞枚。一側に出来，旦助細胞ダIJの各細胞は袈果の出来上つ？と後にも， 共の憧

存在してゐる〈第41前lG）。助細胞から裟巣の出来上る迄は全く，悶付金太郎（1908）の刷譜中

に示された通りである。

第3圃 A, B, C, J~に完令に遊離した 2 ケめ癒合細胞を示すp A×300, B×300, c×360. c ：＞くはi，胎心細
胞； f，連結締； t，受精毛； 1,2ム…7，日台！京列細胞の胎心細胞より1＇）：へた番披順； I，第ー癒合細胞； E，第
二癒合細胞。

第4圃 A,WJ細胞列の極めて若い時代のもの43内jを示す×300:B，完成した助細胞列×220: C，連結赫主

結合した助細胞列×220:D，連結縁と結合後一方の側に膨れて造胞綜を渡出し始めたも Px300: E, F，形

成途上の薬果×220:G，成熟した嚢果x80. a, 体を構成する主軸細胞； ac，助細胞； f，連結締； g, 建

胞赫； G，議果； r，根様線。

10 
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・． j 

，ι．討議
Dudresnaya coccineaに就いての Bornetet Thnret (1876）の聞示に依れほ，受精した胎心細胞は胎陳

列第4細胞〈稀に第ラ細胞〉と連絡癒合して第l癒合細胞となるが， 此の癒合伊胞は儒原列第2及び質事3細胞

と相接着して居ら来いで第一齢制加Z突起を出し，此の突起だ胎原子。第5糊~絡癒合して第2癒合細

胞を形成す号。著者の行った D. japonica に就いての厩察結果では此の第一癒合細胞は，第2，第3の胎原

列細胞とは完全に遊離してゐる。然し BQrnete-t Thuretでは癒合に興る胎原列第4及び第5細胞はもとの

形のを最・後迄残してゐる事は著者の観た D. japonica と金〈同様で・ifうる。次に D. coccinea に就いで

Oltmanns (1898）の結果を見ると， 受精した胎心細胞は胎原列第4細胞と連絡癒合して第l癒合細胞を作り

次いで第5細胞と連絡癒合して第2癒合細胞を形成するが， 同氏の闘で・は第 1 癒合細胞と ti~2癒合細胞＆の闘

停については詳でない。然し図示されてゐる限り極めて D.japonicaの其れと似てゐる。次に n.coccinea 
k就いての Kylin (1923ξ1937）の結果を見る ξ，；受精した胎心細胞は， ーケの小細胞を分裂し此白新成さ

丈た小細胞が胎原列白第ラ細胞と完令癒合し， 胎心細胞自身は胎原列の第4細胞と完全癒合して合計二ケ由民

の癒合細胞が出来上る。即ち癒合に奥った胎原列の第4及第ラ細胞はもとの形はとどめない。 此の事貨は同じ

属類であり乍ら， Bornetet Thuret及び Oltmannsとも異る所であり同時に D. ・ japonica とも異る貼

である。又第2癒合細胞の連絡 く新成された小細胞と胎心細胞＆の連絡〉 は後々迄も明かに残ワてゐる。 D. 

iaponica に於てp，受精した胎心細胞は突起を問して胎原列の細胞ξ蓮絡し，決して新細胞を分裂形成しな
炉。此の事貨は岡村 （1908）の｜司譜第42版第3固にも明に示されてゐる。又第 l癒合細胞と第2癒合細胞との

連絡は早期比絶たれてしまひ，その結果樹立した2ケの癒合細胞が見られる捺になる。〈第3圃A,B, CJ。岡

村（1908）の闘譜では第 l癒合細胞が第4闘に見えるが，細胞！！日の連絡が明か明瞭さを快いてゐる。

助細胞が連絡線と結びづいてから嚢果が完成する迄の締過は D.?occineaに就いての B-0rnetet Thuret, 

Oltmanns, Kylin の結果も D. crasl!la に就ν、ての Howe の観察もすべて同じ結果を報告しており亦，

D. japonic.a についての岡村の結果も全〈同じであり， 著者の観察も全〈同様であった。以上を糖、括すれば

,D. japonica の胎原列の長精後の活動は D. coccinea のそれと原則的には大体同一過程を辿るものと言へ

る。然る時は Dudresnaya毘では くD.minimaに就いては不明であるが〉 柴養助細胞が常に2ケ出来る事

になる。此の事貨は同じ Pウ毛ンツウ科均imontiaceae中に於て，柴養助細胞が，只ーヶ出来る属＜Dnmontia,

Cryptosiphonia等〉と封比して分額畢上著しい特徴と考へられる。猫ーワ胎原列の構造上大きな謹ひはD・ja-

ponicaの受精宅は殆んど’常に胎心細胞より費出して問もな｛ I乃至数回螺綻献に屈曲するを普通とするのに反

し，D.coccinea, D.crassaて．は，闘の示す限切共に何等の屈曲を見なか。然し著者の此度の観察はまだまだ胎原

列の遊民のすぺての段階を議してゐないので不充分ではあるが，一臆明になった諸鮎を報告する次第である．

稿を終るにるたり，研究材料並びに種々の忠言を賜PJI.又原稿校開。努を君主うした北大時間旬~教授， 並びに

貴重な文献をほしいま Lに貸興下さった同大事山田幸男教授に劃し，深甚なる感謝の意を表L, 更に本研究議

． 行に~：守る費用は文部省科皐研究費に依る旨！別記オる次第である．
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Resume ... 

l. The sもrilctureof female organ and iもS pos七－fertiliz'.tもiondevelopmenも arestudied in D't l 

_ <!resnαyαjα.ponicα‘eollec加da色Wagubeach in Shim 

． 

2: The carpogoni um connec胞 wi白色h~ 批h or批hcell of the carpogonial branch to form a fu-

～. sion cell by means of a certain pro旬berancedownwnirdly issued from itself after fertilizo.tio 

n. Af1刷出sconnection is completed，色he!nslon!I eel l fur出ermore_ con~ects with the 5もhor 
6th （血rely7th) of出ecapogonial branch: Consequently two fusion ce_lls are formed. Re4 

II 
spectively ,from these two fusion cells many connecting filrtmenもsare issued. Neither ofもhe

two fusion cells grows to make up a completely fused sing.le r・oundcell buむもobecome bi-

""-orbicu lai・ 如何hape,allowi時 t~e fused cells Jf the c:u・pogonial lir~nch to keep their orig 
inal 鰐bape. As the connecting portion of two fnsed cells is cu色孔way叫 an enrl y stage, 

two. fusion cells are observed usually色obe complete! y seper川ed.

3. The resul的 obtn.inedby Bomet et Thuret， α~manns, Ky lin on D川 e.c;;nα卯 cocciザeαand

a1so those l .y Howe on D. erαSSα，are compared with tbe present study nnd discussed. 
4,. The stru叫ureand -development of the rmxi liary-cell ・branch are just もhesame as descr『

ibed by Okamura (1908）・

， 
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鮭卵の受精に於けるカノレシウムに就て
(1) 受精過程に於げるカノレシウムの
役割に就て 1)

Studies on the calcium inもhefertilization of salmon 
(Oncor・!tynclmsketa) egg, 1. The rδle of calcium ion inもhe
fel'tilii.ation proce開・（WithEng ii sh i:・esume,p. 17）・

演 野 繁
Shigeru Hamano 

北海道大串農事部水産動物準教室

緒雷 ．鮭卵は淡水中で数分にして受精能力を消失するが，等調 Ringer 民液中では受精し：得な川が受精

能力は長時間保持する。然し山本 く1944）に依るとメダカの卵は趣を異にし等調 Ringer氏液中でも受精す

る。然し若し Ca-free Ringer民液で洗糠される時は其の液内では受精せず又等調穆酸曹達又は拘撤酸曹達

等の瞳溶液鹿理に依り Caイオンを除却した場合は同様に受精されず， メダカ卵白受精には ca イオンの般

〈べからぎることを報じて居る。

本報告は鮭卵の受精現象に於ても Caイオンを必要とするか， 然も其の由来は何単に求むべきか， 即ち媒液

中の也のなのか又は卵自体に存在するものなのか或は精液又は精子中のものなのかを考察し，一併せて Ca-free

Ringer氏液又は盟溶液に依る Caイオ ン除却鹿理を行ひ， Caイオジの移動を定量的に遺求し更に Ca の形

態に就て考察言及するものである。

本研究は脅藤三郎敬授の御指導及び青木廉荻授の御教示に依り行なはれたも のである。

鮭卵分奥に便宜を輿へられた北海道鮭鱒癖化揚の方々に探〈感謝す？る。

賞験方法並に結果

1. Ca-free Ringer氏液慮理に依る受精率費化

等調 Ca.-f.reeRinger氏液（M/7.5NaCl lOOc.c.+M/7.5 KCI 2.8cふ〉 を滅した7容器に合計

20分間失々に通過浸潰した末受精卵を受精せしめて流水に移し，約15時間後 Bonin氏固定液に

て回定し卯分割。如何を鏡検し受精率を求めた．一方上記の如く Ca-free Ringer 氏液にての

20分間庭理後更に等調 Ringer氏液（M/7.5NaCl lOOc.c.+Mメ7.5KCI 2.8cふ＋M/11CaClz 3.4 

ω 〉にて浸潰庭理後受精きしたもの及び等調Ring町氏液にかふるに等調班g-Ringer氏液（班／

7,5 NaCl lOOc.c.+M/7.5 KCI 2.8c.ふ＋MillMgOh 3.4:cふ）を使用せるものに就き同様固定鏡

検して得た受精率は夫々第1表り結果を示す。

各賓験K於て常に 150個以上の卯を使用し乾導法受精を行ひ，鏡検の結果全たく卵分割を見

られないものを不受精卵と見倣し受精卵は第二ぐ4細胞）又は第三、（8細胞）分割を示す。

第 1：表 Ca・free Ringer氏波虞理による受精率

不受精卵｜受精卵

A. $t mt -4J話 96% 

B. Ca-free Ringer氏液島理ユヨ ノレ受精 837-6 17% 

C. Ca-free Ringer氏液蕗理後更＝.Ringer氏液虞理エヨノレ受精 9% 91% 

D. Ca-free Ringer氏液並ピ二 Mg-Ringer氏波監理＝ヨノL受精 52% 48% 

1) Contl"ibution No. 107 froiu the Department of Fishery, Faculty of Agriculture, Hok~aido 
University・

Ij 
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明に Ca-fr舵 Ringer氏液庭理は受精率の顕著出低下を示ナ。然し此の低下は Ringer氏液通

過に依り正常に復鴎し得るものの如く Mg-Ringer氏通過にては精々上昇す。

2. 等調拘織酸曹達及び媒液並びに卵表面の Caの受精率に謝する影響

未受精卵を等調拘織酸曹達＼M/15）中に前記 Cit-freeRinger氏液鹿理と同方法にて10分間浸

漬後受精せしめ一方向庭理卵を等調 On.Oh(M/11）に 10分間浸漬後受精せしめ更に以上の慮

理後，蒸溜水及び水道水に夫々浸潰せる場合の受精率を桧討しヨえいで櫨紙を用ひ未受精卵の表

屠部体液を完全に除却せる受活空及び之等の庭王平’蒸潜水及び水道水に夫々浸潰せる場合の

受精率を求めた。以上の結果は第2表に示す如く Ca欠除くE,F）の受精率は甚だしく低下

し，卵表体液除却（0,D）も亦顕著友低下を示す。

第2表 等調拘持者酸曹達及び媒液並びに卵表面 Caの受精率に封ずる彰響

不受精卵｜受精卵｜死 卵

A 書す‘ J!ff ．‘ 2 _% 96 % 

B 卵表面体液示除蒸潮水中にて受精 6.7% 93.39話

c 卵表面体液除却後蒸溜水中托で受精 40 % 57.9% 2.1% 

D 卵表面体液除却後水道水中にて受精 40.4% .59.6% 

E Nas-Citrateにて10分鹿理後蒸溜水中にて景精 76.8% 21.1% 2 % 

F Nas-Ci trateにて10分虞理後水道水中にて受精 74.ラ% 21.2% 4.3%‘ 

G Nas-Citrateててにに受受てて精精：：分分庭理後更、K Ca口hC等調〉にて叩分鹿理 20 % 79 96 % 
H.N後後a蒸水3－道溜Ci水水tr中中atににe 鹿理後更に CaCh（等調〉にて10分鹿理

S.3% 9().7% 。／~
後中 ’ 

3. 精液中の Caを除却せる場合の受精率

W. G. Ellis (1939）に依ると卵液（eggfluid）中にては精：子の受精能力が長時間保持され
ると云ふものの， 一般に鮭精子は山本（lu44〕のメダカに閲する賞験方法で精巣を細砕して
Cn合的 Ringer氏液にて10分間庭湿する時は受精寧は66%に低下するo

著者は未受精卵をすりつぶした液に精液を附カIIして:tft枠し是に CかfreeRinger氏液を注ぎ10

分開放置し共の間上！澄を 2図。 Ca-freeRinger氏液にて更除して賓験に供した＝＞ Ca-free Ringer 

氏液にかふるに等調 －Ringer氏液にて同時間庭理した場合の受精率をと見た。之等の結果は第3

表に見る如く等調， Ca-freeRing,('J'の如何に閥係せ歩 Ringer氏液にて庭理ナる時は略々同程

度の低下を粛らす＠

第3表 精液中の Caを除却せる揚合の受精ギ

Control 

精液をLO分等調 Ringer~j波にで鹿理せる受精率 「

精液を10分 Ca-freeRinger民液にて鹿理せる受精事

4. 等調酷酸曹達庭理に依る受精率

不受精卵 ｜受精卵

2.6,?6 

24.3% 

22.6% 

67.4?6 

75.79'6 

77.4% 

拘機酸嘗建叉は諺酸曹達は Caと反膝して拘機酸 Ca又は諺酸 Caとして安定主主結合をなす

がイオンに解離し易い酪酸曹達との反膝で、生宇る酷酸 Caは再びイオンに解離する。従って受

精に必要な Caを集取結合して酷酸 Caを生歩るは明白なるも受精に際し再び生じた On.が使

用される事も営然7象想、される＠

本賞験は此の想定のもとに前貫験の Ca-freeRinger氏液又は拘機酸曹達使用と同様に未受精卵

14 
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をこ等調 CM/7.5う 酷酸曹達液の数容器に合計10分間浸漬後の受精と酷酸曹達K没漬後更に10分

間等調 QaOlパM/11）に浸・漬虚理後受精率主比較した。然るに第4表に見る如く賠酸曹達のみ
の鹿理は CaOl:！：使用したものとの差異を認めや，本結果より Onの行動を断言するととは出

来ないが，上越の如Lく受精に際して解離した Caイオンが使用された結果雨者に大差ないもの

と考へられる。

第4表 等調拘撤酸曹達鹿理に依る受精率

不受精卵｜受精卵

A Control 

B Na-Acetate 10分漫潰後の受精

G Na-AcetateとCaCb（等調〉に夫々10分宛浸漬後の受精

2.6% 

2.1% 

7 % 

5. 等調 Ca－企eeRinger氏液及び拘機酸曹遠慮理に依る Ca移動の定量

97.4% 

97.9% 

93 % 

以上の諸賓験より鮭卯の受精現象には－Caの必要が明白であるロ拘機酸鹿理．により受精に必、

要た Caは不溶性の Ca心itra加の形となり蛍然受精には使用されや受精率は著しく低下す（第

2表）o然るに同様受精率を低下せしめる Ca-freeRinger氏液鹿理（第1表）の場合。 Ca の移

動11:関しては卵から媒液中tLt容出するか又は卵内に残存するも受精に関輿し危い形と怠ると考

察される。此の問題を解決すペく Ca-freeRinger氏液及び等調拘機曹達に依る Ca量の費化を

追求した。即ち，一方i慮紙で体液を除却した1000個の未受精卵を 700c.c.(£) Ca-free Ringer-氏

液に浸漬（約1分間）後直ちに媒液を傾斜法で蒸護皿に取り残法はi慮過に主り媒液を集めた。

他方同様に1000佃θ未受精卵の体液を除却し 700c.c.の Ca-freeRinger氏液に20分間浸漬後同

様にして媒液を得た。

同媒液を湯煎上で蒸愛乾回せしめ，次いで 6NHClの姐肥とかし再び湯煎上で蒸護岸国

後更に銭綱上で微赤熱し，稀盤酸にとかし暫時加温後漉過す。 i店液をアンモユア7kを用ひ微ア

ルカリ性とたし之に少量の酷酸を加へて微酸性（pHめにもどして銭綱上で煮沸し之に煮沸せ

る穆酸アンモニフ：液を加えて激しく携枠し・－.：：n.数分間煮沸した後保温し訟がら約2時間放置し

て沈定を待ちて鴻過して温湯にて盤化物の反醸の治失する迄洗縦し乾燥後諌め枠量せる土甘桶に

移す。使月上せる鴻紙は白金線を用ひ茨となし坊塙に加へ始めは除々に戎第に底部が僅かに赤熱

する程度に加熱し5～10分間此の温度を保＂＇.：：＞ o共の問時々崎土品の蓋を取り諺酸石炭を炭酸石次

と一酸化炭素とに分解せしめ，冷却後秤量ナるo更に分解の不充分の危｜共の震に秤量後更に茨

酸アシモンの紛末と蒸溜水を少量加へ低温で水分を蒸愛せしめ再び灼熱し冷却後の秤量が前回

と一致する迄繰返した。此の際 Ca量は Caoとして計算した。同様に Ca-freeRinger氏液の

代りに等調拘機酸曹達を用ひた場合について定量したo雨者共に夫々 8回の賓験結果の平均債

を求めたbが第5表であるo

第5表 等調 Ca-freeRinger 及び物機酸曹達蕗理に依る Ca移動の定量

A 等調慮理 Ca-freeRin~er 
の場合
B 等調拘撤酸曹達虞理の場合

賀 磁 波｜；標 準 液 11:'l磁波一標準液

0.007Igr 

0.0336gr 

0.0056gr 

0.0285g'r 

0.0015gr 

0.0051gr 

明らかに20分浸演に依り媒減中b CaO量は増加を示し特に拘燐酸曹遼鹿理に於て額著な量
差を認められ受精に要する caが卵から媒液に溶rnするととが覗はれる。
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考 司 祭 ／ 

鮭卵の受精現象に於て ~a イオシの必要は等調 Ca-free Ringer氏液鹿理及び等調拘撤酸曹達鹿理に依’

受精寧の頴著な低下に依ワて明らかであるく第l，第2表〉。然して此の必要なる Caは媒液，精波又は精子及

び卵自体から由来する以外には考へ得ない。然るに蒸溜水中の受精率に著しい差異を認め得ぎる事賀〈第2表，

B）は媒液中の Caを利用する事を否定する。次に精液（又は精子〉より由来する Caの受精に及ぼナ彫響に

闘しては精子に金々障害なしに精液から Caを除却ナる事は技術的に考ヘ得ない。精子は Ca-free Ringer 

氏液中に10分以上止る時は金個体は死践する。

本報告に用ひた卵液 （egg fluiむの使用に依り精子叩運動を抑制せじめて CaイreeRiuger氏液浸演に

依る Ca，除却は完全なりと断言し得ない。然し等調 Rin,ger長波鹿理主 Ca-freeRing~r 氏液鹿理との受精

霊容の略々同程度の低下 く第3表〉は精液又は精子の Caは受精に彰響せぎる事を示し受精率の低下は寧ろ操作

の精子に輿へた障碍に依る受精能力の降下に依ると考へるが至鴬であらう。

従って賞然卵自体の Ca利用以外には有り符ない。しかも遮紙に依る卵表居に合まれる体波及び粘性の卵質

液の除却が受精率の宇減を燕たす事安 〈第2表D）は卵表居に合まれる Caの影響を示す。但し此の際瀦紙・に

依る操作が起る精子と卵とrr..接着障害を考へられる。

以上の考察に依り鮭卵の受精に Ca，は必要・訣くべからざるものであり然も其の Caは卵から由来し媒波及び

精液の Caは無闘係となるミ然し Caを快除するも Mg の存在に依り受精は見られるが其の卒は極めて低い

く第I表D）。次に受精に必要な Ca<D性質を考察するに一度 Caを除却した卵も機曾を得れば再び Ca を獲

得して受精に供する（第l表C及び第2表G,H）即ち Caの去就は可逆的で容易に移動する。例へば第1：表C

及び第2表G，宜の他に物機酸曹達鹿理卵〈節2表E,F）と酷酸曹達庫理〈第4表B）の著しい受精宰の差異

を示す事費からも Ca去就〈又は移動）の容易なととが肯下される。即ち前者は受精に裂する Caは卵から奪

取されて拘撤酸 Caとして安定な結合をなす故に受精率は甚だし〈低下するに反し後者は一度卵から Caを奪

取して酷酸 Caを形成ずるも再び Caイオンを解離し容易に卵に移動し従って正常卵〈無島理卵〉と懸隔なき

受精率を示す。又 Ca-free R';nger氏波及び等調物撤酸曹達鹿理に依る受精率。低下は必要なる Caイオシ

が卵より媒液中に格出された結果で鹿理の震に利用し待ぎる形となり卵内に残存するにあらぎるととは卵の慮

理時間白長短に比例して媒液中に含まれる Ca量が噌減する亭安から明白である〈第ラ表〉。 向 Caの卵より

の去就は前惑の如〈容易に可逝的に行なはれる事貨かち利用される Caは freeに存在するものと思はれるo

X卵表居の ca以外に卵内層の Caも受精に閥興するか否かは，今後に残された諸問題であるロ

結 日

l) 鮭卵の受精には Caイオンが必要で・ある。

2) 鮭卵の受精現象に媒液及び精j容中の Caは関奥し友い。

3} 卵表居中の Caが受精の際に使用される。そして此の Ca の除却及び附加は Ca品開

'Ringer，杓機酸曹達と Ringer氏液又は CaCl2溶液を用ひて可逆的に制禦され，従って受

精率を高降し得る。又 Ca-free Ring町氏液又は杓燐酸曹遠慮現に依って受精に必要な

Caは卯外に誘導される。
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Resume 

According. to T. yam;¥moもo(1944), Ca-ions are necess町yin血efertilization pro偶蹄

of 01・yzias eggs, and their fertiliza世onin the isotonic Ringer’s solution is normal. While, the 

ripe eggs of sa!m佃（Oncorhynclius ketα〕Iose their fe凶m泊bili色y wiぬina short tin 
wa胞，r,bu色 inspiもeof the k伺pingof色heirabili古yof fe1「tiliza色fonfor a long time, they are 

uぱ侃ilizedat all in the isotonic Rin~er' s soluもion. The present paper deals wi血 therole, 

origin. and character of calcium in the fertiliza.低価 processof salmon eggs・

The e路sput into Ca・・合eeRinger's solution for 20 minuもes are unfertilized by dry 

insemination, buも if出eya.re put back into出eRinger’s solution, thefr fertilization飢keplace 
、v

quite normally. (Table I）~ This fact shows.白川出ecalcium in the superficial parts of eggs 

perm ea胎sinto Ca-free Ringer’s solution, but the egg1:1 回keback the calucimn from the Ringer’s 
solution. 

The same if::i true in the solution of Na3-Citrt1ite whose 、anionsare pr田ipitnnιNamely,

whenもhe' eggs -are put in加 theisotonic Na3-Citrate solution ( M/15) for 10 minutes も，heir

ferti liztttion peJ'.ccn加geby dry in日eminaもionis fallen c玄cccdingly,but ifもhey町ep凶 backin:もO

the isotonic CaC12' solution 〔M/11）~ i古品tainsalmos色加J 也enormal percentage •( Table Il ) .. 
This indic抗es色hattbe calcium of eggs C?,mhines with the anions of Na:i-Oitrate solution and 

stab!e Ca-ciもrateis formed, b凶 bythe色rll.n8fusiotiinto the isotonic OaC12 AOlution色heeggs 

ob tained againぬenecessary caJ cium forもhefertilization. -

Since the dry i問。m\n~tion by the fresh semen mixed wiもhegg-fluid which was w綿協d

twice during 10 minuもeswith Ca-free Ringer’：：； solution does noもinfluenceth~ fertilization 

(Tn.ble I ), the calcium of SE;m~n does n叫協kep九時 inthe ferもilizaもion.
With the色reatmentfor 10 minutes byぬeisotonic Nn.-Ace愉胎 soluもionwhose anions 11re 

ionized perfectly‘もhecombination calc'ium ofもheeggs with出eanions of §Olution is expected to form 

Cn.-Ace飢旬， bu色 thefertilization is normal (Table IV）・、Itis probableもhatthe i oni倒，tionof 
Ca-Ace旬旬 whichis unstable ta:m朗 plooeM 也etime of dry inseminn.tion. 

As staもedabove，もheeggs are fe1・「tilizal>leby the Ca-free semen. And . besides the 

fertilfaation takes place in di前illedwater, n.nd it is fallen -to 50 percent by the removal of ・the 

surface flui a ・ofeggs with a-id of filter paper. These facts iRdicate tbaももh~ calcium of superficial・
parts such as出echori ons・ and peri vi旬Hinespaces of eggs is used in出efertilizn.tio~ proce関・

Ca-volume in medium .proportional to也eimmersion time of eg伊 intoCaイreeRinger's 

solution or isotonic1 Na3-Citrate (.Table .y ). This・ indicntes the dispersion of calcium in加 medium

合omthe eggs. 

．． 
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ケナフの車体雄蕊柱に於ける蔚の局部的愛育不良
Abnormal developmenもofanthers found partially on the monadelphou日

stamina! coh凶nin k:enaf (Hi hiscus cαmzαbinus L.) 

(WiもhEnglish resume p. 20) 

牧野岩男

Iwao Makin 

北海遭メよ串腔尋差剖t工華基作物畢敬室

ケナアくHibiscus cannabinus L.）の開花中の花をみるに， 車体雄蕊桂lてある薪には，裂閉して花粉の

みられるもの，黄色の蔚で裂閉していないもの，茶褐色を幾分帯びて萎びてャて裂閉していなu、もの， 淡紅白

色を墨し；街の裂開していないもの〈第 l岡〉などがみられる。 こLでは最後にのぺた淡紅白色の裂閉していな

い薪について特に観察した。
¥ 

開花敷目前及びそれ以前のものでは，蔚は集合していて1多〈の荊
は黄色iで外観は充質し貯様相を呈しているが，とのタ干に，淡紅白色の
貧弱な蔚が集合して存 L，とれのある車体雄蕊柱の側では雌蕊の柱頭

がみえるが〈第2岡〉， ζ の反針側からは蔚の蔭になり柱頭はみえない

〈第3闘〉。ゲナアの花は藍の葉肢に短い花極で、ついてν、る。との花の

車体雄蕊柱の長軸は鉛直線に封し傾訴している。故に， この草体雄蕊

柱に於て，上側，下側，横側などを考えるととが出来る。著者はかL

る傾斜した車体雄蕊柱のc・の側に，か与るi炎紅白色の蔚が群をなして
存するかに興味をもった。 ζの貼を明らかにナるために1948年9月に

行った観察結果をと Lに報告す高。

材料と方法材料は北海道大畢農皐部闘場に栽培されLケナアで3

品種名はペノレシヤ，遼塔i：披，及び6・遼1・1で、ある。決紅白色の荊は集

、合して存ナるが，とれが車体雄蕊桂のどの側にあるかを決定するため

に，輩に於げる自然扱態の菅の下側がどの方向であるかを諌め間場で

印をつけ， ζれを室内にもち来り解剖してしらぺた。との場合，車体

雄蕊柱の下側にみられるちのと，その他の側にみられるもIIのとに2分
して整理したF，その匝分は都ラ闘に示す如〈でるる。賃際に調査ナ

ると必ずしもとの区分の一方のみにあると限らないものがあった。上

2 

側と下側とにともにあワても，上側に栂めて小教の場合ば陣liJ下に入れ，上側， 下側ほピ等し〈あヲた場合は上

側に入札，右側又は左側と下側にあワた時，下側に多い時は下側に入れた。周閣のどの側にもある様な場合に

18 
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は，その他の側にaうるものに入れ？と。淡紅白色の剰が 1～2個にすぎない時はとれを異常ある花とせず完全な
花とみなした。以上のようにして，下側にるるものと， その他の側にあるものとに 2大別して考えるとと Aし

？と。又，願盤貴鏡による観察は，荊を カノレノア液で固定し，パラフインに封入し，厚さ 18J1の切片をヂラアイル

ドへマトキシ Fン液で染色して行った。

第 1表

品種及び
観察花教

車体雄蕊柱に談紅白色の荊のある花の鼓
例 外

側体番披 下側にあるもの その他の側にあるもの 菅「 ’~ * 

イノL シヤ 60 21 8 29 2 . ， 

イ ノレシヤ

No.I 13 6 。 6 
I ， ． 

No.2 1ラ 2 3 

No.3 12 ち 6 、

No.4 14 ち －・ 。 う

” 計 54 18 - 2 20 

大 計 104 39(16.3特〉 10（玄3：~牢~. 49 3 
P{ 1 ラ4 ~ く 0.01

遼塔 1批

43 23(9.7*) P1c玄1；註3申16.60｝くO訓 29 

6・遼1・1 『・’a聖

No.I 20 4 2 6 

No.2 .20 6 3 9 2 

No.3 20 6 3 9 

言J・ 60 16く8’〉・ ：~玄16:i主4.08｝く0.Q5 24 ." 
3 

普 Theroretialfrequency 
骨本 Numbe1・ of flowers having fewer number of anthers on the lower side of the 

monadel phous日tamina1 column 

観察結果ならびに考察

ベルシヤ及び遼塔 1 披~用い開花前日の替を観察せる結果は第 1表に示す如くで，ペルシヤ

では，観察花教60のうちその48.3%に営る29花に淡紅白色を呈する約がみられ， とのうちその

72.4%.-c嘗る21花に於ては車体雄蕊住の下側にみられた。遼塔1続では，観察花敷43のうちそ

の67.4%に賞る29花に淡紅白色。蔚がみられ，とのうちそり 79.3%に営る23花に於亡は車体雄

蕊柱の下側にみられ，た。

~t'C, ベJレシヤ及び6－遼1-lを用いて， ー輩毎にそθ奮を調査した結果は篭1表にみる如く

である。淡紅白色の約を有する花のうち，それが車体雄蕊柱の下側にある花の出現率につき，

各｛同体問にな意性の差は認められない。との 2品種につき，それぞれ各｛同体を合計してみると，

ベルシヤでは， 観察花教54のうち，その37.0%にあたる20花に於て淡紅白色の泌が群をたして

を払その90.0%，に営る18花に於ては，とれらの約が車体雄蕊桂の下側にある。叉， 6・遼i・1では，

観察花敷60のうち，その40%に営る24花には淡紅白色の病が群をたしてをり， その66.7%にあ

たる16花ではこれらの約が車体雄蕊柱の下側にあった。

以上のぺた3品種の問に，淡紅白色の約が車体雄蕊柱。下側にある花の出現率に有意性の差

はみられ，えにい．

19 
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淡紅白色の約が単休雄蕊柱の下側にある花の出現f容は，以下にみる如く高いが， とれが何か
必然的訟原因によるものかEうかを吟味してみる。前述の直分に従えば，車体雄蕊粧の下側に

淡紅白色の約がある花の率とその他の側にある花の率の比は，理論的には1:2と考えられる。

そとで， 3品種をそれぞれまとめて，とれらの概察値と理論値との問に必然的た差友しと仮定し

た時，とり仮定の確からしさ P をx2徐定法により求めると，ペルシヤでは P ｛玄2~19.54｝く 0.01,

遼塔1競では， Pfx2~10.60} <0.01, 6寸·'11.1-l では 耳 ｛x2~4.08｝く00.5であって，有志：水準をP=

0・？5とすると，観察値と理論値との問に必然的注者1なしといふ仮定は棄てねばならない。即ち，

観察値と理論値との差は有意で・あるo とれより，淡紅白色の約が単位雄蕊柱の下側にある花の

出現率が高いととには何等かの原因があると考えられる。

瀬微鏡による切片の観察で

は，淡紅白色の約のなかには崎

形で内容友き花粉がみられ（第

7圃V普通の約（第6闘〉とは明

らかに差患がみら、れる＠艮日ち，

か正る豹．は一極のを達育不義の

純である．従って，車体雄蕊柱

のi下側には約の設建に不良の

影響をあたえる何等かの要因

が存在していると考えられるo

叉第1表に於て，例外として記

入せる6個の花は第4聞に示す

如きもので，車体雄蕊桂の下側

にある約の数少く，との側から

は柱頭のみえるものである。か様K，車体雄蕊柱の下測に約の少いととは， との下側陀は他の

側広比L，純白後遺に不適営な要因のあるととによ軍ると考えられる。而して， 思休雄蕊位。下

側，上側，横側怠どというととは， との翠休雄蕊粧の傾斜しているととよ P考えられるととで

あるが，古はる車体雄・蕊粧の傾斜がとれの下側に患る約の後遺K不良な彰響を及ぼすや否やは

不明である。而して，第2闘，第壬闘にみる如き相違は約のき愛育不良となる時期に相違あげl-
結果とも考えられる。例えば，群をなす淡紅白色の蔚にはその大きさに大小あるのがみられる。

叉・淡紅白色の約は翠上部の若い消ではその色外視により護見されない。かLる時期における

約の顕微鏡観察を行。ていたいので，との剥がお！何走る猷態にあるかわからない。いかなる時 ー

期に蔚の愛育に讃化が訟とるかは，今後の細胞皐市研究にまたねばならない。

と Aに終始御懇篤な御指導を賜っている菊地武1（｛失致授羊に越谷常事日博士に陪；〈感謝の意を表する。

I I 

Resume 

1. In 1948パheauthor observed pii長wbiもeanもhers(Fig. 1) on the monadelphou自stamina!column 

in kenaf (Hi Msc'lls ccmnαbinit:J L.）・

2. 日伺t.of the pollena. con旬inedin出価eanむherswere‘ab orもivehaving irregular form くFi・g・.7.）・

3. Such pink『whi胞 anthershas a tendeney加 appearon the 1 ow er side ofもhe monadelphous 

staminal column (Fig. 2 and 3). (The flower is situated obliquely at leaf axis. The side 
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facing the soil surface is herewith called 1ower side and the opposi卸 sideis called upper 

one.〕 Namely，もhefrequency of flowers having those pink whiもeanもhersonもhelower side 

W畑 observedfar moreもhantheぬeoreticalone (Table 1). 

生 On七heothet h~nd, it W回 oh5ervedin several flowe間色hatthe lower side of the monadelphous 

, s也minalcolumn ba.s fewer number of anthers出n.n也enpper side (Fig. 4）・

5. From古he問 、phenomenamentioned above, it may be considered也前出edevelopme凶 ofanthers 

on the monadelphous stamina! column is conditioned by some unknown factGrs. 

Explanation of figures 

Fig. l. Flower having pink-white anthers・（.↑） on the monadelphous stamina! column in 

kenaf. 

Fig. 2. Pink-white anthers （↑） on the lower side of the ・stamina] clounrn of young flower. 

Fig. 3. Anthers on the opposit side of thne same flower shown in Fig. 2. ． 
Fig. 4. Flower having fewer anthers on the lower side of stamina! column. 

Fig. 5. Diagramゐ showing thc -lower side Cl) and tne other side (2) of the 叩 onadelpbous

staminal column. 

Fig. 6. .Pollen grains in the normal anthers・（80X、．

Fig. 7. Pollen grain日 inthe pink.white anther.くBOX）・ ． 
d〆

ヘ
噌ー....－＇＜＇

． 
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見品数種の精子形成に於ける，

生殖細胞の分裂同数の調査1)
A sur,・ey , of division-times of germ-cells in spermntogeneils 

。fsome in関伽.¥.With English E命ume,p. 30）・

小村達夫
II 

Tatsuo Omura 

北海道大事食事部動物畢教室

従来，昆轟の精子形成に就いては多数の報告があるが，． それらは主として染色体の形態なちびに性染色体に

闘するものである。著者は設種の昆轟の精子形成の過程に於いて， 1倒の精原細胞 fspermatogonium）が何

回分裂して何個の精子に護育ナるかを調査しようと試みた。材料は鞘麹目13種，直麹目 6種，崎蛤目， 鱗趨目

及び草趨目各 1種，計22揮で，各種類共 1個体宛の精集によって調査した。精子細胞 ＇cspermatid）の計算に

際しではアツペの描画器を用it＇，連鎖切片により週常 fO数片に切断された 111占！の cyst内の， 精子細胞の核を

各切片に就き輔元して計量した後，それらを集計するか，或は精子細胞が精子束を形成せん在して， cyst内を

移行ナる過程に於いて尾部が膏ーな集圏をなし，しかも未だ相互に緊密でない遊生階程のものの， 勲獄ρ横断

面の教を算え？と。精子細胞核の計教の場合には， 10-12/1程度の厚さの切片に於いては，精子細胞は 2個重な

. －：：：：＞て見えることが多いが，とれはレンズの焦黙を上下することによヲて比較的容易に匡別すると ξができる。

叉 l個D精子細胞がメ スに より雨断されたような場合も正常なものと識別するととができるが， 核の計教に際

しては，とのような事情のために観察上白誤差は兎れられな1い。 ζれに医し，尾部の横翫面による計敷は， 良

野な切片では極めて正確で，観察上の諜差も数個三越える 当とがなh 即ち， 精子細胞の尾部は護金が謹むに

つれ漸失ヘマトキシPンに憾ずるので， Icyst 付金精子叫が唯一つの精子東~<;brndle of sperm）を

形成しつ Lあることを確占うた上，その横断面を観察す？れば， 規則正しい排列をなし免明瞭な個々の尾部の断面

を識別することができる。とれらの昆轟の中，ウチYトンボのl種 Ictinusrapax を除〈他の種類では， 各 ／

follicleの盲端には何れも精原細胞を識し，他端に向つで次第に分化の謹んだものが存在しているが，Ictinus

ではこのような排列は見出されず2種々の費生階程のものが混在している。 第一次精原細胞 (primary 

spermatogonium）が何回増殖分裂を繰返すかは明かで・ないが， cystの教から推察して， 数回以上分裂する

” ものであらう。とれらの第一次精原細胞は一つの cystに包まれた細胞群となるのであるが， 何れの種類に於

いても cyst内D細胞の費生階程は各cyst毎に殆んE膏ーセ，しかも退化細胞は極めて稀にしか見出されない。

詳細注視察は主として Ictimtsrapax （婿蛤科） ''L.て行った。即ち，第二弐精原細胞（即conda守
spermatogoni um) の第一因。増殖分裂以後の糖、ての愛生階程を観察し，それらの各階程に於け

る cyst内の細胞教を算えた。その結果によれば， 2細胞期（便宜上， cyst 内の細胞数を以て
ξれを表ナ〕より32細胞期までのを芝生階程は略々斉ーであるが， 64細胞期以後に於いては， 1 

個の cyst中に，例えば分裂前期から後期の初めに至る各階程が見られ，殊に1024細胞期では分

裂前期から末期に至るまでのもθが視察された．然しとのような不湾ーも静止期に入って消失

するから，個々の細胞の分裂回数には差異がないものと考えられるoヨたに退化細胞の有無を検

したが，精原細胞では見出されす＝，精母細胞（spe1・ma加cyものに於いても， 1cyst 中に存在する ．

数千個の細胞の中，僅かに数個見出されるに過，ぎ宇，精子細胞の総数には殆んど影響がたい。

とれらの退化細胞は隣接しているととが多く，ま・づ核質が異常に凝縮して色素に濃染し，つい

I) 日本遺博事曾札幌談話曾第1Q2回例曾講演。

． 
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でそれらの問の境界を失ぃ，又その細胞塊の周漫には窓際を生やるので， 正常なものと等易に

区別するととができるs夏K，精子細胞期より精子束を形成するまでιは， 数個の細胞の融着

したと考えられるE大な崎形細胞が稀に見出されるが，退イヒ細胞は殆んE見られ，ない。

以上のよちに，一般に各 cys右中の細胞は初め唯1個の細胞に始まり，その後の総ての細胞は

略々湾ーな分裂階程にあること，及び退化細胞は極めて少数友ととなどにより，個々の cyst中

の細胞教は理論的に算出することができる（第1表λ
第1表（Table1) Ictinu日rapax 減数分裂を完了したときの回数を，精子細胞の教によ0て

に於ける第二次精原細胞以後の分裂 算定した値，即ち精子細胞を形成するまでの分裂回数をD,
回数及びicyst内の細胞教の理論設
分裂回数I－、 ｜ その他の任意の時期の分裂回数をa・c便宜上 divisionの頭文
旦〉 ｜細目以！護牛階程 字を使用した）とし， 1個のいむ中の細胞数t::;Nで表せば，
0 I 11~ 第・次精瞬間胞 細胞数は分裂により幾何級数的に増加するから， N=2dとな

2

3

4

5

 

る。随って，逆に cyst中の細胞敢を算えれば，その時の分裂

問教を推定する事ができる。質i祭の場合， lOJ1の厚さの切片

で往々数十片に亘って切断された1倒の cyst に於いて，佃

第二失精原細胞 々の細胞の染色体が分裂中の比絞的明瞭な時期を撰び，ァツ

ベの描議器を用いて細胞数を算えるととは左程困難ではな

く，イ可れの愛生階程に於いても理論的K極めて近い値が得ら

れたd 猶， Ictinusrrapax v精巣は， 2個所に紐れを有する
不自々不規則お：紡鐸形を呈し，長径約5mm，短径約0.7mmく間

第一精母細胞 定材料）で，この中に最大のものでは長径が 0.2mm以上に遼
第二精母細胞

する多数の，分裂階程を異にする cystが混在L，しかも逐次
精子細胞，精子 ． 一

精原細胞が増殖するため，精子の総数を算定するととは不可

6

7

8

9

0

1

2

3

 

1

1

1

1

 

2048 

4096 

8192 

能であるが，莫大友数民のぼるととは確かである。

上に逓べたよう友方誌に主って測定した2：？種の昆掻に於ほる，精子細胞の按叉は精子の尾部

の数から推定されたDの値を第2表に掲げる。

第 2表くTable2），精子細胞核又は精子の尾部の裁により推定されたDの値

手重 翻測値類

I h 鞘趨骨：
(1）テンタウムシ Hα7・monicααxyridis

（テングウムシ科，札幌産〉

（？）ヒメカメノコテンタウ P'ropylaeajαponicα 
Lテングウムシ科，札幌産）

(3）オホテンタウ Synonychαgr，αndis
（テングウムシ科，札幌産〉

(4｝ナナホシテンタゥ αccinella b1・ucki i 
（テンタウムシ科，札幌産〉

(5）ジフサンホシテンタウ Hippodarniαtγedecim.puncfo.tα
くテンクウムシ科，札幌産）

(6） オホ.：：：：. ~~フヤホシテンクウ E戸fαclina
viginUoctom.αC'ltlαfα 
（テンタウムシ科，札幌産）

8-9 l(a) 421, 422, 423, 451 

9 ICb) 494，ラ01，ラ12

8-9 !Ca) 452, 453, 478 
くb)462, 474, 486, 49ラ

9 Iくb)503，ラ16

7・8・9 ICa) 17ラ， 3ラ2,3ラ7
くb)198, 3"10, 376, 426 

8-9-(tO)!Ca) 447, 464, 481 . 
くb 408, 455, 460, 478, 
483, 488, 493, 497, 
~98，ー ラ01, 503, ラ06,
506, 506, 507，ラlI, 
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（ηコプオホエジウヤホシテンタウ砂ilaclmαpitstlosα
（テン夕方ムシ科，札幌産〉

.(8）オーホシラホシテンタウ ？ 
（テン~» ムシ科p 札幌産〉

(9）ウリハムシ Rliα.pliidopαlpαfemo1・αlis
（ハムシ科，札幌産）

(10）カラフトウりハムシモドキ Lupe1・oidesp't·αeus~'lts 
（ハムシ科，札幌産〉

(11）アヲゴミムシ Ohlαeni匂spαllipes
（オサムシ科，札幌淫）

(12）タマムシの一種 Sternocer・・ ni ti di coli s 
（タマムシ科，印度1蓋〕

(18）ツヂハンメウの一種 Mylabrisp'usf'ltlαM 
（ツチハンメウ科，印度康）

n 直麹目： 修

(14）アシマグラブキバッタ Podisrnasαpporoense 
（パツ歩科，札幌産）

(15）ツユムシの一種 Ducetiαsp. 
tキPギリス科，印度産〉

(16）ツユムシの一種 E.Urnαeα sec仰・ige？＇α
（キ・！］ギリス科，印度＠.）

(I'i）クダマキモドキの一種 Hol9ch1orasp. 
くキリギリス科，印度産）

(18）マダラカマドウマ Dlesframm,ena jα：poηm  
（キ Pギリス手；r,札幌産）

(19）カマキリの一種 Hieroditlri ten'lti den tatα 
（カマキリ科，印度産）

I 精蛤目：
(20）ウチワトンボの一種 Ictinus?Ytpax 

（ヤンマ科，印度産〉

IV 鱗麹目：
(21）マヒマヒガ Lymαntriαdispa1・

（ドクガ科，札幌産j

v 革麹目：
(22）ハサミムシの一律 Lαbid11lαripariα

（ハサミムシ科，印度産〉

1949！.ド 7月

511, 512, 514, 514, 
ラ15,516，ラ18,518, 
ヲ18，ラ23,ラ24,ララ7,
1016 

8・9 Iくb) 48ラ， 491,498 

8・9 ・｜くa)404, 421, 4J7, 4ラO

9 Iくb）ラ13，ラ14,520 

8・9 i<.b) 327, 398, 428, 432，‘ 
444, 4ラ4,467, 469 

9・I0 i(b) 873, 930 

’ 6 ！＜.第二次滅数分裂？)64 

7 !(aJ Ill, 111.,, 120, 12ラ

7* Iくa)109, 123, 13ラ

8-9・10・llj(a.)420, 8ラ2,.888, 914 
1725 

9・10・11!Ca) 744, 1551, 1738, 
1970 

(10ン11l(a) 1882, 2036 

9-10 j(a) 517, 980, 1029 
<.b) 1010 

(10ン11j(a) 191ラ， 1919

13 !Ca) 8095, 8113, 8120 

8 l<h) 2う7,257, 260 

9・10 l<b) 786, 860, 962, 1001 

I) Dの欄の， イタリヅクの教は理論数に近い細胞教が符られた場合のDの値， 小形の数字は理論毅1r精々

遣い場合で，括弧に包まかたものは稀なと＆を零す。

2）細胞教の欄引くめ及びくb）は夫々精子細胞の核及び精子の尾部によって算定された値を示ナ。

＊ 岡 －（1928）によれば，ノ、ネナガイナ プ 0.x:yavole玄では，その精原細胞分裂回数は8回であると言う。

2聞の成熟分裂を加算すればD=IOとなる。

第2長。結果は未だ断片的で，しかも 11悩のもqを比較でき註いため，線括的な結論は輿え
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られないが，将来更に多数の種類，個体及び回数を調奈するととによって，何らかの傾向が見出

されるととであらう。然し上掲の細胞敷を，第1表を参照して検討すれば， 理論値に極めて近

い値が得られる場合と，然らざる場合があり，又 Hi'ppodαmia,Du.cetiα及び Elimα仰の 3種 ・

を除く他のものでは，同一個体に於ける精子細胞数の相互間には， 一般に著しい差異は見出さ

れない。と~ tL調査されたオホュジプヤホシテンタウ Epilach加 ＇／.）igintioctoynαeulatαでは，

精子群の尾部わ横断面の‘明瞭なものが多数見出されたので， 3個の follicle・に含まれる cys色

の納胞教を個々に調査した結果を第8表に示す。

第 3表 オホユジアヤホシテシトウに於いて，精子束の尾部の横断商により算えられた，

3 1値！の follicleに合まれる cyst内の細施設

Fo山 eの番競｜ 細 胞 数

No. 1 ! 408, 45ラ， 460,478, 483, 497，ラ03,506戸 50ι努 F偽，引1，終宮11,512 
: ラ 15，~宅．ラ 16, 518，ラ18，ラ23，ラ24,ララ7

No. 2 ｜ラOJ，ラ07，長ラ18，長 1016長

No. 3 I 488, 493, 498 

・汗 特に明瞭な像について算定された場合で，そ D誤差は栂めて僅少なトものであらう白

第3表によれば， follicleNo.1に於いては D=9（［）場合の理論数 512に近いものが極めて多

く，殊に明瞭な像の見られた cys色ではとれが顕著である。然し557のように梢々高い値主示

L-たものもみられたー又 follicJ e No.2に於ドても 1016のように D=lOの理論値 1024に極め

、て近い値が得られたが，とれは 21阿の cysむの融合によるものでないととは，，尾部断面の集圏の

輪廓により判断される．随って， との cy叫では他のものに較ぺて 1問多くの分裂を起したと

考えるのが受賞であらう。叉精子細胞核による計数ι精子東尾部によるそれとの聞には， と
の種類に於いても大き左開きはみられたいので，細胞核心計数に工る Dの偵の推定も成立つも

のと考えられる。

ヨたにジフサンホシテンタウ Hippodαmiαtredecimpmwtatα，ツユムシ類の Ducetiαap. 及

び Elima ea seeu.'ri ge1・αに於いては他と趣き主全く．異にしているe 例えば .Duceiiαsp. に於

いて， cyst中の精子細胞の数を算えた結果は， 420,ss2, BBB, n4及び 1725などで，とれらは

計数の比較的容易な句前によるものであるから，飴り大きな誤差はないと考えられるが，との

他にもとれらの値の中の何れか一つに近い値が得られた。とれらの結果をみると，何れも Dの

理論値とは一致しないa即ち， D=B,9, 10及び 11の場合の細胞教は夫々 256,5.12, 1024及び

2048であって， Diwetiasp・ではとれらの理論値の概ね中聞の値に近い結果が得られ，しかも

1 follicle内においても，各句同によって精子細胞数を異にし，その差違は観察上の誤差の範

囲以上のものが認められる。

とのような色々な場合の喰遣いは，どの褒生過程中に起るかは未だ明かで泣いが， 一般に種

々な異常の原因として次の主ろな場合が考えられる。

(I) Dの値が僻1々の積の中でも一定でない揚合。

(2) 最初に211司の第二次精！京細胞が同一 cyst中に入った場合。

(3) 相隣れる cystが融合する場合。

(4) cy日t内の細胞の一部又は全部が，分裂を一時的に休止する場合叱

〈ラ〉 cyst内の細胞が相互に融合する場合。

くの cyst内の細胞が退化する場合。

2ラ
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(7) 2閣の精酬胞分裂のうちの l回或は 2聞とも，分裂が行われずに精子向胞が形成せられた場合．

(8) 以上のような呉常のうちの或も白が，同時にXは逐次に起った場合。

賓際にあたワてとれらの異常が， cyst内の細胞敢による Dの値0推定に及ぼす影響を知るた

めに，夫々の場合における細胞教Nについて考察すれば，

(1) DiD値が個々の種の中広おいても一定で註い場合，他に異常が起らなかクたときには，精

子細胞教は理論値のうちの何れかの値をとる＠

手；に， Dのイ直が夫々の種にあ・¥f:lて一定であるとすれば，

(2J最初2伺の第二次精原細胞が同一 cy前中に包まれて，その後異常なく分裂を繰返したと

きには， N=2d+1と左り，正常完工場合よりも分裂回数は見かけ上1問多く，叉精子細胞数は玉里論

値の2倍となる。

(3）相隣れる cystが融合したと思はれる場合も稀に見出され， cysむの容積も略々倍加してい

るが，一般に同一 follicle内の相隣れる cystkおいても，ある程度それらのき芝生階程を順弐異

にするものであるから，融合後にも何等かの異常が認められる。との場合にも（2）のときと同

様t'LNこ 2d+lとたり， 随って賓際のDの値は，その細胞数忙よって推定せられた値よりも 1回

少いとと Lなる。

（均一般ん 細胞分裂はそれが妨げられた場合，一旦前期に入っていたものはその億分裂を

緩けるが，静止期にあるものは新たな分裂過程には入らえにいととが知られている。又cyst内の

細胞は一見椅ー訟を芝生階程にあるようであるが，分裂しつ hあるものを観察すれば， 前期よ，り

後期に至るまでの分裂像が同時花見出されるととが屡々あるので， 同－ cyst 内の細胞問にも

多少のす＝れがあると考えてよい。もしcyst内の細胞の一部が分裂過程に入らうとするとき，と

れを妨げるような環境が生じた場合，とれらの細胞はそのま L休止し既に前期に入っていた

細胞は分裂過程を続け，分裂阻止作用が永続しない限P，これ，らの細胞は再び済ー友分裂過程
をたどるものと考えられる．叉cyst内の全部c細胞が分裂を休止する場合もあり得るが，精原

細胞は通常 follicleCD盲端に存在し， follicle中の句stはその他端に向ってII民共後生が進んでい

るので，もし守的内の全細胞が休止を起せば，隣接する cystとむ後生階程の比較により，略々

その休止回数を推定するととができる。

ヨえに，第二弐精原細胞期の初期K，唯1回部分的な分裂休止が起ったと仮定して， cyおも内の

細胞数主理論的に算出すれば第4表のよう友結果となるo

第 4表 j 回の分裂休止が起ったと俄定した，種々な場合の細胞教の理論数

p下~実－I Il III TU v 

2 2 2 2 2 
く1:1)

2 4 3 4 4 
－ー

4 
(3:1),(2:2),(1:3) 

3 8 6 ラ 6 7 8 8 

4 16 12 10 12 14 
(7:1 ），（~：6），（ ラ：3),'4:4 ），（~i),(2:6),( I：ラ7) 
9 . 11 12 14 1 16 

(15:1),(11:2),.・・,11:1ラj
5 32 24 20 24 28 18 20 22 24 26 28 30 17 18 •.. 3 
6 64 48 40 48 56 36 40 44 48 ラ2 56 60、 34 36 ・・・ 62 

dは細胞分裂の回数を表ナ。例えば d=4て・は，正常な分裂の場合には第四回目の分裂により 8個の細胞が16
個となるo又括孤内の先の数値は分裂休止細胞数を，後。雰値は正常に分裂を行う細胞数を表す。
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第壬表により，細胞分裂の休止がI喰1回起ったととが明かな場合には，ヨえのととを知ると，と

古宝できる。

(a）細胞数 N の値は， 2d-1く N~2a となる，隠って， cy剖内の細胞教が分れぽ，そのときの

bの値を知るととができる，

-(d）細胞教が奇数の場合には， ー異常θ起った時期，異常細胞と正常細胞とθ絶封数及び雨者

の比が知られるo例えば細胞敷が7ならば，異常はd=3のときに起ったわけて，41聞の細胞中， 、

1個が異常で，残りの3個が正常に分裂したとと Lたり，雨者の比は1:3とたる．

(c〕細胞数が偶数たらば，異常の起った時期及び絶劉教は確定できないが，異常細胞数五五

常細胞教との比を知ることができる．例えば細胞数が12のときは 3~つの場合があるが，何れも

雨者の比は1:1で一定している。随って，雨者の比の値は，細胞散が奇教のときに遡9て考察

すれば直ちに算出することができるわげである。 然しながら賓際には， 精子細胞の援により

句団内の細胞教をとE確に算えるととは困難であり，又精子尾部の横断面による計敢によっても

多少の誤差を菟れ~れ友いが，第 4表によれば数値が 1 だけ異った細胞教の場合でも，その異
常の起った時期や，異常細胞教とE常細胞患との比の値に大きな差異が生中る．隠って賓際の

場合には，観察されたときの細胞敢に態やる dの値を推定するに止まるべきものであらう。

失に異常が2回起った場合の理論値は第5表及び第6表（共の 1), （共の2）によって知る

ととができる．

Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. Vol. 18, Pt.-1-2 

2回の分裂休止が蓮模Lて起つ？と場合の細胞教の理論数第 5表

d原則 Bl j[ 

(I :3) 
7・ 

(6:1),(5:2），…，（1:6) 
8 9 ・・・ 13 

1~ 18…26 ド

2 

4 
(2:2) 
6 

(5:1),'.4:2），・・・，（1：ラ）
7 8 ... II 

14 16 … 22 

(3:1) 
5 

(4:1)，’3:2），・・・， (.1:4) 
6 7 ... 9 

12 14 ・.. 18 

2 
(1:1) 
3 
12:1),(1:2) 
4 5 

10 

20 

8 

16 

4 

8 

16 

32 

2 

A
守

w

コ：・

3 

第 6・表〈其の l)2回の分裂休止が不連続的に起った場合の細胞教白斑論数

d除問 I j J[ l 班 ( IV 

2 
(1: I) 
3 

2 
{I: 1) 
3 

2 
(I :1) 
3 

、、
2 Iる

。

6 6 

12 
(11: I).( I 0:2), .. ・,(I: I I) 
13 14 ... 23 

戸

6 
(5:1),'.4:2），…，(I：ラ）
7 ‘8 ・.. 11 

22 

4-

8 

2 

3 

12 

24 
(23: l),(22:2），・・・，（1:23)
2ラ 26 ... 47 

16 14 

16 

32 

・4

ラ

94 52 50 

46 

92 

28 

ラ6

26 

52 

44 

88 

32 

64 

28 

56 

64 

128 

6 

7 
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第 6表くJじの2)2回ρ分裂休止が不連績的に起ワた；場合の細胞数D理論数

d h更｜
。

2 
ー

2 
,, 
4 

(3:1) 
3 8 ~ ・F
4、 ・16 IO 

I (91:1）ぷ4札2 .，（！：~~ 
5 32 l 

6 64 I 22 24 ・ 38
・－ ． 

2 

4 
(2i) 

12 
(I l:lj,(10:2），…（ I ：~~ 
1 14 

26 28 ・・・ 46 

(I :3) 
7 

14.・
(13:1),¥12:2），・・・，（1:13)
lラ 16 ・・・ 27 I 

3~ 3; _ .. =. 5~ I 

1949年 7月

第5表及び第6表に主り，分裂休止が2回起った場合には，正常な分裂の場合の細胞教と共

通な値をとり得るし，しかも異常が1問起ったときの細胞教とも共通しているので，細胞数だ

けからは異常が起ったかどうか，或は具常が起つLしでも包聞か2回か決定で、きない＠又細胞
教が判明しでも dの値が確定せられたい場合もあるが， 2問の分裂休止における細胞が，夫々

の場合に， 1cyst中の細胞の半数を超え泣い限り de::>値には費化がない．貫際θ場合にも， 2

回とも牟数以上の細胞に分裂休止が起るととは極めて務であらう。随って， 1間の休止のとき

と同様化， 2d-1< N < 2dばより dの値を推定しでも大きな誤差はないであらう。

(5) cy前内の細胞が2個或は稀に数側融合したと考えられ宕場合は．精子細胞に屡々見出さ

れるととろで，細胞の容積が増大しているのみえ記長宇，核内の染色質の量ゃ， acrosomeの教の

俗加えEetcより，通常容易に知るととが‘できる自然し精原細胞期にはとのような融合は未だ見
揖E

向されや， 1 cys七内の納胞の分裂の全期間を通じても，精子細胞数に比して極めて少数である

ので， Dのf直の推定には影響はないであらう。

(6) . ~yst 内の納胞が何かの原因により退化する場合も観察されるが，然しとのようなときに

は通常，退化した細胞の集塊の残存しているととや， • cyst内に窓際を生やる ζ とによワて容

易に識別するととができる。今細胞の滋化が1問起った場合を仮定して細胞数を計算すれば第’

7表の通りであるa

細胞の退化が i回起つ、たときの細胞数の理論数

Il Ill IV 
l 議 、、、t

。
2 2 ． "'2 2 
(1:1) 

2 4 2 4 4 
(3:1),(2:2),(1:3) 

3 8 4 2 4 6 8 
(7: 1 j,(6:2),(5:3),(4:4）ρ：5),(2:6),(1 :7) 

4 16 8 4 8 12 2 4 6 8 10 12 14 

ラ 32 4 8 12 16 20 24 ¥. 28 

． － 
括弧内の先の数値は退化細胞教を，後の数値はE常に分裂を行う細胞数を示ナ。 事，

2~ 
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第7表によれば，細胞の越化が唯1回起づた場合には， cy前内の細胞の半数以上が退化した

い限り dの値子費化がないととは，細胞分裂の休止が2回起・ったときと同様であって， 賓際K

Sないては，精原細胞期の初期には cyst 内の一部の細胞示退化するととは未だ見出されや，叉

cyst 内の細胞杢部が同時に退化する場合はあっても， 半数以上に退化が起るととは極めて稀

であらうn随ってDの値の推定には影響が左いものと考えられる。

、 (7），昆轟やその他の動物では屡々E大精子が見出されるが， Paulmiよく1899) (Wil~on~ 1925 
による〉はカメムシの一種 －：A.1抑制 tristisにおいて， E大精子が正常の2傍又は4傍白大き‘さ

のE大精子細胞から生やることを報告した．と<D2傍のものは第二精母細2色分裂が行はれ孝い
ために生じ， 4倍θ ものは第」と第二の分裂が行はれないために生じたものである． －著者によ

って調査せられ元昆掻においては，融合したと思はれるE大精子細胞は見出されても ，精母細

胞分裂を行わ友かった震に生じたと考えられるものは観袋せられなかった，たとえとのようた

豆大精子細股が生じたとしても， cyf:!t＿内の正常友精子細胞教に比較して極めて少数あるので，

Dの値C推定には影響し注い。

向上に述べたよう訟異常が共に生やる極端た場合には，果して精子細胞期までき芝生が機織

されるかどうかは疑わしいか・ら，一般に cyst内の細胞数工bd叉はDの値を推定しでも差支

え注いであらう。

今， Ducetiαの場合を考えれば，精子細胞数が420のときには，正常な分裂を行った細胞は

D=9，異常を起したものは D=Bと在仏叉852,888及び914ではD=lO及びD=9と友り，更に

1725ではD=l1及びD710となるから，随って Duceti aにおいてはD宇8-11として表すととが

できる．

叉第2表に拳げた昆議の大部分のものにおいては， Dのf直は通常時々一定で，比較的安定た
もθ と忠はれるo とれに反して， Dace tiαsp., EUmαeα secwri ger・α 及び、 Hippodαmia • 

tredeci1iipunctatαの3種におい1ては，夫々の場合に，精子細胞数相互陶に略々倍数的関係が見

出されるが，とれは精原細胞期に起きた，各 cystに共通な或種の異常による細胞数D費異の結

果が， Dの値の不安定なととによって，そのま Lf岳数的関係を保0て現れたものと考えるとと

もでき石。

術，とれらの3種における細胞教の異営の原凶や，その起る時期については，更に細胞事的

K検討すべきであるが，趨営危時期に何らかの刺戟を輿えるととによって，他の種の昆識にお

けるよりも，比較的容易にDの値を費やるととができるのではなからうか。

終りtζ臨み， ζ 白調査を終始指導せられ，且貴重なプレパラートを貸奥せられた北大理事部牧野教授， 種々

の御助言を興えられた川蓮昌太氏，鞘趨目昆識のプレパラートの借覧を許された吉田俊秀氏に深謝する。御援

助をおしまれなかった北大農皐部犬飼教授に感謝の意を表ナる。
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I I 

R・esume 

It is well accepted主hatthe testis ofもheinsects is divided in句 acertain number of a 

small ar錨 calledas血ecyst, and that the sperma加zoacon凶.inedin a cy前 arethe descendauts 

from the division of a single sper号atogonium. Onぬisbasis, i古isevident that脚色，imes of 

division of a sperma加，go凶u凶 mightbe theoretically deduced fromも，becalculation of the number 

of spermatozoa or o也erwise出前 ofsperm瓜idsoccurred in a cyst. The times of di vision出回

established by thiti way for twenty two species of11ir:isec旬， usingone indi vi: dual for each ・as the 

ma旬rial,are shown in Table. 2. Byもhisreference句 Table写， Uis apparent白川 thereare , 

two groups of insec旬 herestudied ns regards the times of division of germ cells・Theone group 

inyolvea.もheanimals.’in which the number of spermntids or of spermatozoa occured in a cyst 

is in cl伺eproximity加 theぬeoreticallyobt.'tiz;t;ed value, soも，hatin such伺sesもhetimes of 

di vision of a single sperma加，goniumcan be maintained in rel川ion加 2d. The other gr，側p

cone町nswith insects in which the number of spermatozon. d関Sno色showa fair corresponden旬

初出e出eoreticalvalue, ns s明nin Hippodαmiα t？・ededmpunctαtα，Ducetiαsp. and Elimαeα 
secur-l gera. In也IS r開P的 Ssome d1scuss10n was made and the probable int.erpre同ionfor the 

凶旬r phenomenon induced Ii句 in th抽出ere is a pau関 or p加蜘 in也e COUl'Be of the 

spermatogonial division. 

． 
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ネヨにおける過剰祉の遺倖
A ca目eof polydnctyli.sm in cn.te. (Wi也 Englishresume, p.32〕．

中 原 階

Hiroshi Nakll.hara 

北海蓮大事理事部動物事教室

ネコく:F'elis dome st icu s）の過剰祉については欧米では古〈から形態撃的，撞停畢：jl{Jに多〈の報告がある。

Darwin ( J 868）は3代にわたって費現した一系統を報告した。 Poulton (1883, 1886）も 1匹の6,6の♀〈前

お字は前肢の蹴，後の叢戦後肢<D¥t教を示ナ。正常なわは5,4である〉から出た子孫を6代にわわ
て詳細に記録した。 Bate唱onく1909)K J:れば， との形質はほ主んど確貨に優性因子によるという。しかしそ

の輩現には不規則な費異がある 0 Castle(1916）も不完全優性遺博子があずかるもの左考えた。最近Danforth

(1947）は軍．純優性で性との連闘はなしホもで致死にならないととを報告したc

筆者は北海道瀬棚郡今金町・白ー農家に飼育されている lI廷の雌ネコにおいて過剰祉（6,4）を見出し この

雌が現在までに産んだ仔について調査するー機曾を符た．確貨な結論は更に精査しなければ得られないと思うが，

我闘にはまだとの種の記載が見られないかと思うので取るえず報告ナる。

観 察

Rd:教については筆者の直接見るととの出来た母ネコ及びその仔ネコ数匹は，前肢にいやれも

.... 6本<Dill:を有し，後肢には2匹の仔ネコ〈♀〉に5本あった以外は全部正常（4本〉である。

同じ母ネコの仔？で筆者の見るととの出来友かった個休（それらは多く幼時に拾てられ，性別の

不明たものが多い〉で、は，い宇、れも前記のもの同様に，前肢の指は6本であった。後肢は記録

に疑問を持たれる黙が多いが，多くはE常の数を有していたものらしいく中に少数は5本祉の

仔があって飼主に注意されなかったのかも知れない，下記参照〉。

異常肢の形態は前肢に於ては過剰j晶f.は相営長く t第 1闘），正常のものと同じ形。爪を有し，

掃駈より更に内側に存在する．とのRd:は動かす

ととも可能で、ある。後肢の異常は2例を見たの

みであるが，とれは正常な前肢の掃id:とほど阿
じ形態及び位置の過剰E止をもっている。従って

との過剰itf:は非常に小さなもので，出生時など

には不注意に見落され友いとも限ら友い。

との調査に沿いてs 母ネコθ出所がさを然わか

らないく今金町で拾われたネコ。その親を求め

てできるだけ努力したが， ，今までの所不明）。叉

その孫ネコもまだ得られていないのでF 親子2

．、：

代の調査しか出来なかった。問題の母ネコに交 部：闘

配された雄ネミ世，附近に異常な雄が1匹も飼われて？ないとと，及び正常た雄ネコはすぐ附

近に2頭居るととから考え，後者であると見えにして，ほどさしっかえないものと思ふ。

過剰駈を有する母ネコは1945年春以来5回，合計27匹。仔を生戸しだ。その多くは幼時に拾：て ・

られ，性別は記録されていない。現在までに生れた仔は衣の如くである。
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上表。個体中，筆者の直接見た

のは19壬6年春の~（6,4），及び19釘

年春の♀の中の 1芭（6,5）及び

1948年春の全部ぐ異常♀1匹は死

亡， 1匹は6,5他は6;4）であっ

て，他のちのは幼時に捨てられ，恐 J

らく死亡したものと考えられる。

尚，筆者の見たものの中，成熟

した3匹はいづれも比較的愛育が

よ・く，動作も活畿でネズミをよく

1949隼 7月札幌博物皐曾報第1-2銃俸1.8巻

1. Progeny-of a polydaictylous female 
mated with a normal male. 

Table 

E常（Normal)

？
？
？
令
Q
－

つ
ι
司

4

フ
白
ぷ
u

q
品

14 

異常（Abnormal)

3 ? 

1令， 2?

1令， 2♀ 1

1合

3 9 

13 

生まれた時

春

春

春

夏

春

計

1945 

1946 

1947 

1947 

1948 

合

〈？は性別不明〉

捕え，ネコとしては申し分のないものと思はれるo

考察 P。叫加nの記載した28匹の過剰祉を有するネコには， 1, 7を最高として各種の不規則

た怯教の組合せが現れているが，前肢のみに異常の現れたものは1匹もいない。筆者の観察し

た例ではもワとき霊異の胞が小さく， しかも前肢のらに異常の現れたものが多いが， とれは前者

と別ii遺倖子によるとも考えられるoその黙に・ついて今後も代を追って観察して行きたい橡定

であるo － 、

ネコの後肢の脳：が揖lhl.の退化によって現在本4になっていると考えてよいならば， との場合

過剰ill:が前肢に於ける栂指と同じ位置に同じ形態で現れたとう事は，との突然餐異が，あえて

珍しいととではないが，進化の方向と丁度，逆の方向に起ヲたととを示すものと解される。と

の様f;;.解穣は前肢の過剰ぬi：に闘しでも恐らく通用11するωで、はなからうかa
上にあげた表から過剰lk!H：：もった異常個体と正常個休とC敏比は13:14であるととがわかるe

どれは1:1の分離比と見なしてさしっかえない値である＠今との過剰lhl.を鷲見する遺倖子をP,

と名づけ，之に釣立する正常因子を p＋ として，とれらが伴性遺体をしないものと仮定し， ま

た上記の過剰llil.を持つ母ネコの遺体子型を PP十（ヘテロ型〉と仮定すれば， とれとE常0錐

p+ p＋ とのF1にはpp＋ とp+p＋ が五：1の比に生宇る筈で，筆者の翻察結果は， とり期徴亡

・ほど一致ナるものと考えられる。筆者の見た例でも Ba同 onの示した例と同様，過剰祉を後見

する遺倖子は正常遺体子に封し優位で、あると考えて恐らくさしっかえ注いであろう。

鯵りにのぞみ御指導と御援助を賜った帯庚農専の島倉教授ならびに北大理動牧野教授に厚〈

感謝の意を表Tる。
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The pr伺entpaper records on the progeny of a poJ ydacty Ions ・femalecn.t having si玄初旬 on

each fore. foot and four初旬 onen.ch hind fooも（6,4）・ Ma旬dprobably、with.. a normal male, 
produced five Ii伽 l'B containing 27 kit旬us. Half也ekit旬inswere abnormal. one l~n.viug 

加倒 oneそchfore ~o色（Table l）・ The da肌 oh協同edsugg1儲 tbn.tもheploydacty lous character 

is inheri蛇dns ndominnnt trni色byme!lns of n si'.tmple, Mendelinn dominftllt gen.e, nndもhatthe 

polydacty I ou四 femalec前田ed漏出eparent is he~erozygous forぬe.polydactyloue gene. 

32 



ワムシの乾燥死に友ぽナ乾燥速度の影響（第2報）
Influen6e of出eevaporation veloci古yonもhed部iccationdeath of 

the Ro七ifer，くII) (WiもhEnglish r~ume, p.35）・

梅津俊

Shun-ichi Umezawa 

北海道大串理事部動物事教室

ま君がき JTムシの耐乾性については，古〈から注目されてきたが， 乾繰K際してJIムシの体から水が奪わ

れる乙わ乾燥速度が速い時には主としてその様域的障害をうけて乾燥死が起きるととな ＞！ (Jacobι1909) 

が明らかにされているだけで，耐乾性の議構に闘ずる根本的なと左は金〈わからない紙態でるる。梅揮（1948,

1949 a ）は， との機構を明らかにする目的で先づ耐乾性に闘して乾爆速度の影響をとりあげて定量的にしらぺ

た結果， Jacobsの設を支持するとともに，更に乾燥死が起きた個体から失われる水の量は乾燥速度の大小に

関係な〈殆ど等ししそれ故i 一定買の水が奪われると乾燥死が起き苔のであろうと考えた。その後の賞験で

一？の新？とな4~・賓がわかったのでこ｝，. re報告ナる。

この研究を行うに常り御指導を頂いた青木廉教授弛r;;に常に御鞭韓下された犬飼哲夫教授に感謝の意を捧げ

たい。

材料および方法則いたYムシはヒルガタ JTムシ濁の Pbilodinaroseolaで1943年朝比奈， 1947,1948年

梅津が北大構内の池で採集し引続いて飼育中むもので，大u、さり一定の個体を選んだ。乾燥に入る直前にPム

yは牧縮してピ戸ノレ樽を横にした形になるが， 2受験には， 凡そその時の長経140/1，短経80/1の個体Dみを用
いた。 Yムシの飼育中の生態については，朝比奈〈印刷中〉，梅津〈印刷中） CV報告を参照されたい。 "JIムシの乾

燥開始動主終末動をはっきりするために荷潔なスライドグラスで乾燥した。 先づYムシを i匹スライドグラス

に移して一定量の水く0.00006cc）をあたえ乾燥を始める。 ζ の一定量の水が乾〈のに要した時間を測定して比

較乾燥速度とする。ついで所定の時間乾操した後，水に戻し，運動を始めた例体および内部器官に活動の現れ

た個体を蘇生したものとタu定しzて蘇生卒を算出した。装置および方法につャては別稿（印刷中J を参照された
ν、。

結 果

比絞i感度を
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あり，蘇生率50%を示す時聞は比較潟度32%では 8分，日必では45分， 89%では70分でめる。

との様K，比較温度が低い程，乾燥死が速く起きている。そじて何れの場合も乾燥時間が長く

怠るにつれて蘇生率は低下・している。

一定僚件の下~~けるJk v' ， 蒸持速度と時間との関係 ‘

とむ賓験結果を考えるにあたワて，清潔なス？イ Kグラス商で乾燥されたワムシの休内から

の水分蒸議速度は，同じ僚件の下でスライドグラスから蒸後ナる自由水の蒸護速度に等しいと

椴定した。叉，自由面から水が蒸獲する割合は密集の飽和差に比例するものである。第1表は

各乾燥僚件に於ける飽和差をと示したものであり，第2表は一定量の水くQ.00006cc，が蒸愛する

のに要した時間の測定値および温度33cc比較濃度32%に於て，同じ量の水が蒸裂するの陀要し

た時間（60秒）を基準として，第1表の飽和差によって算出した計算値を示したものであるo 多

少喰遣いが見られるのは一定量θ水を輿える時の技術的c誤差お主び乾燥僚件が理論的に一定

でたいととによるもむと思われる。

第 2義一定量の水（6x 1Q-5cc）の蒸費時間

32% 

54 

80 

飽和差

7.64mm. 

温 度｜比較濃度｜測定値 計算値

13。c 13。c 32% 240sec. 220sec. 

5.39 ラ4

80 

330 

490 

286 

684 
、

2.2~ 

氷＊

させ第2表に示された測定値比主って蒸稜速度kの値を定めたー前に迷ぺた俄定によって，

乙の kの値からワムシの相鈎的水分蒸後最を蘇生率50%を示す乾燥時間島よび乾燥致死限界時

間について示したのが第3表でるる。

第 3，表 Yムシの体かるの柑劉的水分蒸獲量

13。c

比較漏度

32% 

54 

80 

蘇生率50泌を示す乾燥時問。値

0.0234 ( gr./cm2/sec.) 

0.2430 

乾燥致死限界時間の値

0.2ラ2

、，
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就に述ぺた様に梅津（194~11）は，乾燥死をおとした「ワムシつから失bれる水の量は乾燥速

度に闘係えにく殆ど等しいととから？｝定量の水がjたわれるととが死をひき起？とす原因であろう

と報告した9 さて本賓験の結果，第3表に示してある様に蘇生率50%0ときの乾燥時間に於け

る相封的水分蒸護量お工ぴ乾燥致死限界時聞に於ける相鈎的水分蒸護量は，比較漏度32%の場

合K比ペて， 54 予~ja- よび80%の場合には著しく増大していることから，乾燥速度が非常に遅く

なると何等か生理的の抵抗性を増して乾燥致死限許股水量が増大するのであると思われる。即

ち，乾燥速度が非常に遅くたると失われるフkの量が多くとも蘇生できるのでわ泣かろうかo叉

一方，比較湯度弘刈80%との雨者では，その相宇的水分蒸愛量は殆ど等しい値を示していて，

との黙では一定量の水が失われるととが死の原因と考えられる。とにかく乾燥速度が非常に遅

いと云うととは生理的に［耐乾性を；増すーっの僚件であると考えればー膝の解燃は可能で・ある．

料 k＝志川滴の牛控， to:7J<滴の蒸議時間〉である知cm-2. sec -1 ). 

'.34 



Vol. 18, Pt. 1-2 Ti;ans. Sapporo Nat. Hist. Soc. ・ Julyl 1949 

むすび

1.、大いさ一定の Phllod1'nct roseolαを用いて乾燥死におよぽす乾燥速度の影響を定量的に

しらベた。 － － 

2. 乾燥に上る死は動物体から致死限界量の水が奪われるために起きると思われる a

3・ 乾燥速度が非常に速い場合には生理的の抵抗性が増して，その結果，乾燥致死事界脱水量

が増加するθではえにいかと考える．

文 ． 献

朝比奈英三 ヒノレヵ・タ Yムシのー樟 Philodinaroseolaの生態調娯．〈生理生態，印刷中〉．

梅津 俊一 1948. Yムシの耐乾性に闘する賃験．く要旨〉〈動雑 58:No.3,4,5 P. 72.) 

1949a. Yムνの乾燥死に及ぼナ乾燥速度の彫響．（要旨〉（動雑 58:No6,P.84)

Yムシの飼育と生態にワいて． 〈印制中〉．

Hickernell, L. M. 1914. A study of desiccation in the Rotifer .Philodina ・ roseola, 

with special reference to cytological changes accompanying desiccation. Biol. 

Bul I. 32; 344・398.

Huds<?n, C. T. & P. a:. Gosse 1889. The Rotifera Vol. 2. 
Jacobs, M. H. 1909. The effect of desiccation on the Rotifer. J. exp. zool. 6: 207・262.

I I 
Resume 

Influence of the evn.p例 tion velociもyon出ede:ii cc::tti on dep,th of也eRoti.fer Pliilodinα 

'toseola, w栂 qun.nti色ativelyexamined. Animals, being nlmost e:jual in size, were d朗iccated one 

by one on. slide-gb.闘 under七hedifferent drying condi七ions.、
R四叫もsobtained are as follows: the i吋uriouseffect of desiccation seemsもobe due 旬色hele闘

of wnt町 fromthe nni.mal日beyo!ld出efatal limiting vnlue.-When the desiccation was performed 

under the .. slower evaporation veloci主y, however, the h机llimiting value ofゆeloss of wa旬rgr-

en.tly increases色hanunderもhe弘前er:

， 

． ， 
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カボチヤの爾性花に就て
Onも，heoccu町enceofもheHermnphrodi胎 flowers

in Oucitrbitαmoscliatα． 
くWithEnglish resum色， p.37) 

早瀬康司
Hiroshi f.(ayn.se 

北海道大型農事部育費皐教室

元来カボチヤは雌雄異花でるるが，稀に雨性花を生ずる場合がある。 1948年の夏カボチヤ属の染色体数を決

定するた必闘場に種々D品種を裁培した際，その中日本カボチヤ Cu curb i ta mo sc ha taの曾棒極早生品舗の

中に爾性花を観察することができ， 〆花の費生lて就て興味あるー結果が得られたのでと Lに報告する。 ．

雨性花を述べるに先立ち正常の雌花雄花を説明ナる。

雌花： 鐘紙花冠は通常その先端が5浅裂し， 開花時にはその浅裂先端が内側にまいて二重になってゐるo

事筒o先端は別れて5枚の葉；伏となヲてゐる。子房下位で多〈は3心皮の結合により形成されたもので3室主

な’つてゐる。各室には多数の側生)IE珠が合まれてゐる。花柱は 3仰の筑頭紙柱頭より怠り， ζD柱頭は 2つに

‘裂けてゐる。雄誌は痕跡的で普通3つの骸雄誌が存在し， 環献の蜜槽は花穂筒の基部と花柱とのfl司に位置ナる

く第 1園c）。

雄花： 雄花の着生教は雄花のそれより遁かに多い。錨）｛た花冠は専と共にその某部に於て合縛花被を形成し

てゐる。専の先端は裂けて線紙となり花冠の5深裂の部分ぐ花鱒〉と互生的である。 3つの雄誌は同一程度に

護育しないで，その中の2つは4胞子薬性で成熟して2室を作るが， 第3のも Dは2胞子議性でf室となる。

絢は屈曲した薪胞をもってゐる。

ヨえに観察した雨性花について逃ぺる。との異常花の差生位置は蔓の基部附近で雄花同様細長

い花枝（長さ15cm，太さ0.6～0.8むm〕で、ある。花床の位置は子房中位のものが多く（第｝園A),

下位に扇じて子房上位に近いものや反撃まに子房下位のものもある。との花床と子房との関係位

置により子房の大さが不同であって普．通の花被筒の中に入って認められぬ程度のものから長径

37mm，短径30mm~ 高さ26mmの卵形の子戻まで・種々の段階の大さ f認められた。卵形の大き
な子房は通常の雌花の子嬰（長径27mm，短径26mm，事さ18mm）工りやっと大きかった。雄

蕊の内部に於て少ト浅裂の環欣の蜜槽が俄雌誌をlとりかとむ様K茨達してMる、（第2岡i）。
｛民雌誌は虞い蜜槽の方に愛育するものが多く，雄誌と互生的についている。その愛育はたむ 畠

陵起だけのもの（第 2圏内めから1ヮ， 2ヮ， Sつの鍛雌詰まである L第2闘c-h）。仮雌

の護育不充分で・蜜槽郭jの支桂の認めちれるものから，愛育が進んで、とれらの領域をすっかり侵

して大きく怠ったJものまである。イ民雌誌のはたれているものく第2園d,h），融合しているもの

く第2闘え g）とあるが，護育した仮雌誌の最高の教は 3であヲたが，融合Lたものは愛見で

きす＝，その大さは 1,2本の俄雌誌の充分裂育して大きくなったものに及ばなかづた．との鍛雌

避の形は球形叉は卵形のものが多く内部は隙聞なてー綴に白色θ肉質で充され胎産が認められ

なかったく第1闘B)o 仮雌誌の先端には校色の桂頭の如きものがあったョとの3,4佃の雨性

花に授粉してみたが， Z象期の如くに子房は後建せ宇凋落してしまったー

Heimlich (1927) によるとキウジの雄花の護育の順序は花被筒，雄蕊，偲雌蕗；，等片，花梯で遣うると。カ

ボチヤD雄花の護育順序も同じで慌雌誌の護育は痕跡的で辛じてその存在が認められる程度であるが， 遺停的

原因か替養的原因でそ D護育が異常に促議されて爾性花となるのであろう。 Shirfri'!:;s (1947) Cucurbita 
II ,. 

pepoの Fi植物の果皮の色が開花JYJc成熟期とで異なり， i開花JlJlに一方D親の果皮の色であったが， 成熟期
までに他方の親の果皮の色に鑓るのを観察し， カボチヤの果皮の色のみならず成育期に輔換期があるといって
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• 
ゐる。著者の観察した雨性花は草の基部i柑近に着生してゐ？と。即ち南性花は成育の初期Jの雄花の整理ったものでザ

後期の雄花は正常であった。 ．かようにカボチヤの雄花の護育の初期ξ後期とに於て偲雄J'i=.の護育に差異の起る ．

ことは Shirfrissの結果と併せ考へて興味ある事費である。

第 1圃 A：子房中伎の雨性花の外割、 B:,Aの縦断商，胎座がみられない． C：普通の雌花の縦断面，
H台座が存在ナる． n：蜜槽・ 日：痕跡.~1院雄d.~f;.

第2阻 種々の段階の繭性花. a, b ：雄説内部に於で依雌Jfuの欝育が隆起のみのもの. c：偲雌政1本
護達したもの..d：偲雌蕊2本溌遣し離れてゐるも の． e：偲雌Jin本がcよりも更によ〈強遣し，蔚む離れて
ゐるもの． f ：偲雌,b~2本がdよりもよ〈護達したもの． g:fより更Kよ〈護達したも の． h: 1国雌詑3本護
達し離れてゐるもの，荊の内部を明らかに示すため荊をはがした， i：新をはがした雄花の司花器の上商事1.-

山崎、 1947），中／11(1948）はカボチヤの爾性花に於て雌J~r: の護育したものは l 本であづたと報告して争るが，

著者の場合は3本まで愛育したものを観察ナるととができた。中川は直径lOcm，重量ラOOgr位まで査を達した果

貨でしかも種子の入ったものが得られたと報告してゐるが， 著者は成熟した雨性花の果貨を得ることができな

かヲた。との爾性・11:.の護担が遺俸因子によるかどうかは今後の研究にまたねばならぬ。

稿を絡へるに宮り御指導ーを賜った長尾正人教授並びに助言と悶版の作成とを仰いだ高橋万右衛門助教授に劃

，し深謝する。

I I 
Resume 

In sum.mer of 1948 the anthor found出ehermnphrodite flowers in the vnri剖y“very
early ”Aizu of Ouc'll1もれαmosclia1α Duch. The hennn.phrodi te flowers were loca.也dnear the. 
ha配sof the vines nnd were borne on Blender peduncles. The pi枇illodiaof stnminate flowers 

consinted of one, two orもhr偲 carpels,whi仙一varied in size and constitution sepn.ra句lyor f闇ed

(Fig. 2）・ Thehermaphrodite flowers were perigynons in mo前 C九ses.Their ovaries were usu九Hy

larger伽 n也enormal epigyuous ones but hnd no plncentn.s (Fig. 1）・ Soもhepollin九tedovn 

been.me wi色heredand die司. The fn伽 mentionedabove may indicate the. deep significrmce of 

出eflorn.1 developments in Ouc'll'rb?° iα． 

、． 
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北海道に於けるシエタード犬の性比
On ももesex-mtio of Shepherd-dogs in Hokkaido. 

(WiもhEnglish resume, p.42) 

竹 内 恭

Yn.sushi Takenouchi 

北海道大串瑚串部動物事教室

緒．論 動物に於て親の精築あるいは卵巣の巾で生産される玄， Y2型の配偶子は同教宛 (l:1）の割合で

作られ，又それ等が受精kあづかる機曾は均等であるぺきであるから， 0: 9 （［）性比は本来ならば常に I:Iで

あるべきである。鹿が自然界に於ける各種の動物の性比を見るむ必ずしも I:Iに存在せぬのみならず，季節，

親の年齢，受尾回数などの種々の保件によって性比に捷異を来たして居る ζ とは多〈の研究者の報告により明

らかであるくParkes1924; King and Stotsenburg 1~15; R. Hetwig 1912; Heape 1908; Machens 1915; 

Dighton 1922; King 1927；牧野・吉田 1948等〉。 犬の性比に闘しでは外闘に於て 2,3の報告がある。

Darwin c 1884白Jによれば12年間に於ける7000胎において0100：平101に営り，牡犬山設は年によって95.3乃奈
116.3の聞を前後するとu、ぅ。 Keller(1903）は各穏の犬．の 560胎に於て 0100：平107を得， Hauck(1917-

"1931）はrs胎のプルテ 9アに於て 0100: 9 147と報告してゐる。シエバード犬に闘しではsv＜ドイ．ツジエパ｛
ド犬協舎〉曾誌く1913）に向れば507胎， 3819頭の仔犬に就いて調査の結果は 0100：♀i引5と報告されとて居り．

3く LeonF. Whitneyく1937）は7462胎， 496ラO頭に就いて025ララ9: li2 2409頭を報告してゐる。 －

’犬の産仔白性比の季節的接見に闘しては， Dighton1..1922）の Greyhoundに於ける報告と Stephanitz 

(1932）ーのシェバード犬に闘するものとがある。 ・前者に於て牡は l,2月に比較的多＜ 3月から漸・撲の傾向をと

り， 6月から再び漸噌して9月に最高〈平100:0 122）を示し， 10月に入ると念激に減じ90.6となり 12月には

段低の87.6を示してゐる 0 x後者ではいづ‘れの月も牡が多し前者に比し大き．な莞は見られないが大体同様の
、傾向を示し，矢張り最高は9月，最低は10月で金〈同じ結果が示されてゐる。

此の調査に関しては北大理事部内田亨先生並びに牧野佐二郎先生の御懇篤なる御指導を賜った。謹しんで謝

意を表す。

材料 材料は北海道に於けるシエパ戸！－＂＇犬を封照とし， 主として日本ケンネタし クラプの犬籍簿を利用。L

併せて自分の蒐集した確貨な材料を加へて取扱ったもので，総数430胎， 2964頭が用ひられた。犬籍維は1946年

4月より 1949年2月までに登録せられたものを利用した。

調査及び結果

調査θ結果得られた性比は全体として 100♀： 103.85δである。以下月別，季節的の性比を

第1-3j表に示す＠
． 

第 1表 北海道に於けるシエパ戸ド犬の月別に見た性比並びに出産頭主主の費異

月別↓腹数｜ 0 平 10:1009＼平頭均出産数｜｜｜｜勾qI腹 数 1｜ 0 li2 Io= 1伽｜｜平頭均出数産

19 66 77 85.71 7.ラ3
II 同
9 16ラ 181 91.16 7.36 

2 2ラ 92 78 117.95 6.80 10 41 142 154 92.21 7.22 

3 34 108 13 9ラ.58! 6.50 11 32 109 122 89.34 7.22 

4 30 % 09 88.07 6.83 12 25 8ラ 87 97.70 6.88 

5 30 93 78 119.23 5.70 

・6 32 119 84 141.67 6.34 

7 59 231 

8 56 204 

99 16.091 7.29 II 

I .I 103.851 6.89 82 112.09 6.89 430 1510 
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第2褒季節別に見た性比投出産頭教の嬰異 第3農温寒期別比見た性比並出産頭数の捷異

季 節 ｜胎教~I ~I 中 Jo: 100平？ k出平産頭均数〉 P台数l0 j平 1.o: 100 ~ 1：均出長
釈 3月 5~ ） l95l 300 98.33 6.33 鰍 10吋百卜7ラ1594,6261 94.89 6.97 
夏（ 6月 8月） I 5ラ4'415 119.14 6.93 4月〉

秋（ 9月 1IJJ) l 41~： ~：：1 9し03 7.28 援期（4月lラ日ー 2ラ4/91ラI828/ U0.51 6.86 
100.41 7.03 10月1ラ日〉

冬(12月 2月） 2431 24 

King (1927）がシロネズミで調ぺた結果， 叉 Parkes ( 1925）の阪を用ひて調査した報告，

或いは He1twig ( Ul27）か人類に就いて見た結果等より見ても， 第一弐性比を考慮した各種

動物の性比は雄性卒。方がいづれも高いといふ一様な結果売示して居り， 犬に於ても前速の

Dnr"•in ゃ Stephani~ の報告では雄性率が高い。月別に見ると第 1 表に見られる如く 2 月。特
殊友例を除いては5, 6; 7, 8月の暖い時期医於て雄性率は著しく高まっている。季節別に見

ると（第~：－－3表〕春と各が大体 1:1を示し， 夏は著るしく雄性率が高くて100♀： 119.14 0で

あワて，秋は叉逆に最も雌性率が高く， Heape(Ul08 が家畜に就いて行った調査の報告， 豚に’・

於ける Mnchens <IJ報告， シロネズミに於て King(1B27）及び牧野・吉田（1948）の報告と

大休同様の傾向を示している。

ヨえにシロネズミで＂King(Ul27）が， 豚で Parkes( 1925）が， 又 L>. Hertwig ( 1927）が人

間に就いて胎見の時期に6の死亡率の高いととを指摘している。との黙をシェパード犬に就い

て見ると，第4表に見る様に全体の出産数に釣する死産率はさ与が僅かに高く，生後3ヶ月まで

に死亡する仔犬の死亡率は♀の方がやや高くはなってい亭がほど等しく， Kingその他の研究

者の指摘する傾向は判然と認められ友い。

第 4表 月別に見た北海道のシェパード犬死亡率

｜ ｜ 登録前死亡率 ｜ 
月｜ 死 産 率 ｜ 〈生後3ヶ月以内〉 ・ ｜綜合死亡率

I., a I . 字 J a I ♀ I a I 平
． 

9.99% 6.499話 ヰ99Ji? 7.79% 18.18% 14.299話

2 一 1.28 4.35 6.41 4.35 7.69 

3 2.78 5.31 10.19 9.73 12.96 J lラ.04

‘ ・4 3.13 2.75 6.2ラ 11.01 9.38 13.76 

う 1.08 J.28 6.45 6.41 7.ラ3 7.69 
．， 

6 5.04 2.38 6.72 7.14 11.76 9.52 

7 2.60 1.01 8.66 9.0ラ 11.26 10.05 

8 2.99 一 10.98 9.89 13.73 9.98 

。 2・42 4.42 1.81 ． 2.76 4.24 .7.18 

10 1.41 1.30 16.13 11.04 叫. 17.61 12.34 

11 2.7ラ 3.28 9.17 9.02 11.93 1189 

12 3.53 3.45 8.24 13.79 11.76 17.24 

' 
( 

卒均 2.8ラ 2.55 11.19 11.21 

ヨ貨に死産たらびに早死児のa駐比に就いては第5表に示す通りであるL
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第 5表 ~エバ』ド犬の死産胎児 第51芝から，死産胎児ならびに早死児の雄性率の
なちびに早死児の性比 高いのは5月一8月頃であるといふ犬休のて傾向を察， 

｜死産胎児 ｜｜ 早~~： ｜綜性合比せる するととが出来る。さて King(1927）の精密に調
月の8性：IO比0♀、 の0: 1 平 0:1009 寄さ｛1..,たシロネズミの資料にると 3 受胎率と産見。

120 100 109.09 メ性比との間には並行的相関々係が認められ，受胎率ヘ
2 ~o 66.67 

の低下した月に於ける産児の性比は平均して雄性率
3 ラ0 100 82.35 

が低下L，受胎率の高い月にはそれが高くなるとい4 100 ラ0 60 

う 100 120 116.67 う結果が報告されている。との黙に関して北海道の

6 300 133.33 17う シエパ｛ド犬に就いても，第1表から第5表までの
7 
‘一
300 111.11 130 結果からみて，同様のととがいえる。即ち著者の調

8 会g 122.22 15ラ.56
査では（1949年に於ける〉受胎率の高い時期，所謂

9 50 60 ラ~.85
Breeding m加価は5;6月を頂上に 7,8用である。10 100 135.29 131.ラ8

11 75 99.99 86.67 それを考慮して見ると，北海道のシエパ｛ド犬に於

12 100 58.33 66.67 ては受胎率の高い，時期にはl者児，死産児，早死見。

雄性率が高い様で、ある。

母親の年齢によって産児の性比に費異のあるととが， ヌ各穏の動拘で報告されてゐる。人Ill］では Parke日

(1924）が母親が38歳以後の年齢になると声まれる子供は子の方抗高率になると報告してゐる。

Kiog and Stotsenburg { 191日はシ旦ネズミの母親の老齢に至るまでを4期に分けて調査したところ，年

齢の謹むと共に子供の雄性率が低〈なると~を報告してゐる。 一方， Parkes (1924）はノ、ッカネズミに於て初

産に於りる性比は 2 回以後の出産の性比より o ~率が小さいととを報告してゐる。

さで，北海道に於けるシエパ｛ド犬の母犬について，その年齢を12ヶ月 (1ヶ年）を単位と

して各期に分け，それ等の仔犬の性比主調ぺて見ると，第6表の様に・満4年を過ぎると徐々に

雄性率が低下してゆく傾向を認める。

－・

…一
川

齢年D
 
犬母

北海道に於けるシ:r.パード母犬の年齢に上る性比の慶異

13-24月 ， ． 54 174 
国
168 103.57 6.33 

• 2ラ－36 9ラ ． 368 308 119A8 7.12 

37-48 96 364 317 114.83 7.09 

49-60 72 
， 
253 2ラ9 97.68 ， 7.11 

61-'/2・ 35 101 143 70.63 6.97 

73-84 18 56 60 93.33 6.44 ． 
85-96 10 29 36 80.56 6.5 

97-108 ら 14 17 82.3ラ． 6.2 

109ー120 7 。 一 7 

0 ♀ 勺100¥f ｜声児教

さえに初産児と 2度目以後の産児の性比を比較して見るためにs犬籍簿の中から概営するもの

を濯び，その初産時の年齢を10ヶ月毎に各期に分けて比較して見た。
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第1褒母親の年齢による初産児の性比主
ニ同日以後の産児¢性比

’母犬の年齢｜腹数I0 I♀Io= 100♀｜平 均
I I I I ｜産児童t

；：三月I~~~I 2~~； ；；山：
31-40 I -24! 831 "';;1 ; ;;:;0 I : 5 
41二60I ~！ ；；！ぷI・ ；；；：~ l 0：~ 

初産児の性比は雄性率が全般に高く，又区切った

年齢の差の僅少の故もあると忠ふが，母親の年齢に

よって飴り大きな餐勤は認められない様である．二

回目以後の産見。性比は均体に於て 1:l に近く，

Pcなkes(1924）のハツカネズミによる報告とは大き

友ひらきがある。

初産見合計I12剖4671412 ~ 113.3ラ｜ 6.87 
2回目以後1勺以IQa1I QQ71 "' I 
産 ー 児I256j 891j 8871 100.~5 I 6,5 

一腹c仔犬に現はれる性比に関しては殆んど報告
が見られや， Whitney(1937）が一腹庇僅か1頭，も

しくは2頭しか産まない様な場合には8より♀が多

合のる一3一4666211448亡
場そけ一い一2の什
いてサ司71引引引利引〉ゆ
多い劃一ιp一ι務
のつ海一寸一計汁引引っ出比教に北Tl丁11111－－－｜島県

仔腹一三2341ラ15135岡山花
〉9－11Lilli－－111111Jl’fzu
即位表高一ロ行九mm998．恥ナ
一犬8可FYlilll1111一摘
回p一3344324234、＝ー
にド第一三ら許
針｛汁いl一3｜州川川引川引引川引か¢
反パ竹じlili－－ーーー表ザ
叉ヱ政一33008766430m
シ随一2222111111D凶

くの一w

ぶ一一口・）一蹴一55ラ5443333でい門
主比U7Ei－－汁汁11111川んた附闘い一♀－E4；f1151f（患い

れ一伊山一位。いけははけ仰ほとゴ－重一32222222224一言
Jιtk－信捷一自己
方る腹一br111111111ーま
の見一一9一112721ラ167υ
♀て刀一I11171111li－－－2
一、た一5一2374076611るhHYヘコ－凋〈一
：早ド一IlqァlIlli－－－ー見’

摘 要

向の9一〉－EZFb ．． ， 
傾表作け一什［腹
3 

。
g 
2 
9 
3 

4 

♀ 
る3：

い度一割胤
）仏領一即6

、片山郁一9は23・レし
か札消？川l以

るあいい円い叫
あでと一城そ
が様数「附「

2 ラ 6 
2 6 6 3 
2 7 7 3 。4 9 。5 10 。7 4 
3 司。 4 
ラ 。 8 
6 。 9 
7 。 5 

道ホ
海
北字削

JO 
8 
10 
3 
3 
8 
9 

: 
7 

主として日本ケンネルクラプの犬籍簿の資料にもと宇き，北；布道に於けるシェパード犬の性

比を調存.l，て，次の結論が得られた。

l) 、第一次性比をこ考慮して調査した庭では，♀IOd: ~ 103.85で，平均一腹出産頭数は6.89で

ある．

2) 季節的に見ると 5,6, 7, 8月θ緩い時期に雄性率が著しく高く，綜合して見ると受胎率

の高い時期には産児，死産胎児，早死児の雄性率が高い。

3) 母犬が年をとるにつれてく4才以後〉雄性犬は低下しp概して初産児は二度目以後のも

のより雄性率は高く，初産児の性比は母親の年齢によって大した愛勤は認められたい。

め 一腹の中の性比は~s ：♀8 と ~4 ：♀3の生宇るき容が最高である。
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1949年 7月

Whitney, L. F. 1937. A Popular E.x:po日ition o~ the Scientific Principles underlying 

Repl・oduction and Heredity in Dogs, with Special Heference to their Practic'al 

. Application. －、

ftesume 

Litter px吋uctionn.nd the sex-1・・n.tiowere o凶ery吋 onthe basis of n series of birth data 

for Shepherd-dogs in Hokkaido, taken from kennel recぽd~ during もheyears from UJ46旬

1949. This series of data compl'ises .4:30 litters, contrtining 2964 individuals. 

The sex引ttiowas given悶♀ 100；δ103.85 inぬisseries a:μd出e川町agefor litter 

size was 6.89 (Tn.ble l）・ .The s~n.~onal difference in the sex-mti o is considern.bly great: the 

percen卸会eof mn.l伺 tendsto be higher in the-late _spring and summ町（110.51），也知 in

n.utumn and winter ( 94:.89 y (Tables 2, 3). 

The n.ge of the moも，her1seemingly influences the sex-ratio. The data indicate that the 

proporもionof males is high in the litter casts giv~n byもheyoung mothers. 

The' proportion of也esexes found in one li此erfalls mostly eiぬerinδ3：♀3 or in 

δ生：♀3.

ー

・．‘

42 ． 



／ 

鞘 支羽目昆議の染色体研究

IV. コ．ガネムシ科 5種の染色体比較
Chromosome studies in出eColeoptera, IV. Comparison of 

the chromosomes in five species of the Scarabaeidn.e. 

(With English r白ume,p.48）・

田俊秀

To回ihide Yosidn. 

北海道大事理事部動物与を教室

鞘麹目（Coleoptera~ のろち，コガネムシ科（Scarabaeidae）に属する昆轟は甚だ．種類にとむマ群である

が，染色体の研究された種類は極めて少い。現在迄の所， Prowazek(J902）が1種類， Stevensく1906）が1
種類， Shaffer(1920）が6種類， Haydenく192めが2極類， 合計IO種類の研究が護表された白みである。

著者はさの度，コグネムジ科に属ナる昆轟の3亜科5稗類について， 染色体の比較研究をなしたので，その結

果を報告する。 t/.Jとれらの5縄類のタトに他の研究者によって報告された10種類とを併せて lラ種類の染色体の比

較をなし核皐泊にみた15種類のHflの"i.T縁関係を論じ，更に常染色体と性染色体の量的関係比ついて論究したo

稿を草するにあたり，御懇篤なる御指導を賜わった恩師牧野数段に封し深甚の謝怠を表す。

材料と研究方法 ζζに偲べる 5種類はど〈普通のものであるから， 種名の同定は著者が北大農皐部昆轟

串教室の標本を参照して行った。採，長地はクロハナムグリは岐阜市郊外で，他の種類はすべて札暁市郊外であ

る。周定はすべてアレン・プアン氏液により， 染色はρ イデンハインの織ヘマトキシリン液によって行った。

観察結果

(A) Ruもerinn.e（スジコガネ亜科）

(1) AnomαJαγitfocup何 α班otsch.くヒメコガネJ

精原細胞の染色体教は 2n=18で，常染色体はすペて中部または次中部附着のV形或はJ形の

8封である（第 1,2及び第16園〉。 常染色体のうち， 1撃すの染色体は 3節様の構造をもってい

る（α染色体〉。 とれは他の1釘の常染色体が結合せる所謂接着型の常染色体ではなからうか

と考えている。 18筒の染色体の中，最小の1箇がY染色体である。玄染色体は布告々小形の棒献

花近い形をした染色体である a第3闘は第一分裂中期の核分裂J像で， ~数染色体数は n= 9, 
中央部に存在する亜鈴飲の二債染色体はX-Y接合体でるる。

(2) A. corアidentαMotsGh.（チヤイロでコガネ〉

第4,5闘は精原綿胞の染色体で，常染色体の形態は前種に良く似ており，大小のV形或は J

形の染色体からなっている，しかし全体的にみて染色休の形態は稿A繊細であるよ前種でみーら

れたよう友3節様の構造守した染色休はみられないが，それに近い形態。染色体（圏中a染色

体〉は認められる0 ~及びYも前種に似か主っているが，特に繊細であるく第17闘参照）。 Xに

反してYtcは余り顕著なる差異のない貼は注目すべきでるる（第16聞と第17闘を比較〕。第6闘

は第一分裂のこ債染色体で n=9.周濯：Jmに存注するE鈴欣の 1筒がX-Y接合体である。
(3) Popi lli la jα：ponicαNewman （マメコガネ〉

第7ti制は精原細胞の染色体である。常染色休の形態は前述の 2種類と同様にV形或はJ形の

大小の染色体からなっているが，染色休の形態は前2穂に較ぺて梢々大形である。染色体構成

の中には顕著なる8節様。構造をした 1封が見受けられる（a染色体〉。X染色体は割合に大き Jい
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第t-3圃 Anomala rufocnprea. 1-2，精！京細胞. 3，第一分裂． 第4-6圃 A. corpulenta. 4-5，精
原細胞． 6，第一分裂． 第7-9園 Popill ia japonica. 7，精！京細胞. 8-9, 第 一分裂． 第10--:.13圃
Glycyphana ful vi stemma. I仏精原細胞・ l1-13，第一分裂・ 第14-15圃 Trichin.sfasciatus.第一分裂．

が，反主Jtz:Yは前越の 2種類よりも粉々!j、形である。向との麗の綾型で瀬著在る特徴の l＂＇.＇.：＞は，

最小の常染色釣（i染色体〉は，他の常染色体に較べて著しく小さいととであるく第18同）．第8

闘は第一分裂の中期の極間観で・n=9で、ある。周建都にみられる亜鈴欣染色休の1f$fがXマY接合

体である。第9憤lはその側面観で，特にX-Yの接合欣態を明示したものである。

(H) Cetoninne （ハナムグP亜科〉

（勾 Glycyphαnαfalvi s.te11unαMoもsch.（クロハナムグリコ

第10歯lは精原細胞で，染色体数は2n=20，前述のスジコガネ亜科の 3種類よりも 1封多¥tl,o

常染色体D形態はV形或はJ形であるが，スジコガネ科の核型にみられたよう左大きなV形染色

体はみられたにい（第19防i参照L X染色体はf亦は g染色体とほど同じ大さであるが， Yは甚
だ小さくて，漸く親野に映す＝る程度である。 ，第11闘は第一分裂θ中期の極面観で， n=lOであ

る。スジコガネ亜科の3種類では第一分裂時のX-Y接合体は亜鈴献をなしているために容易に

常染色体と識別できたが，との種類ではY染色体が甚だ小さいので亜鈴飲としての形態を現わ

さない。第四， 13岡は第一分裂の側面観で，黒く塗った染色体は X-Y接合体である。 Yは形が

極めて小さいので，マメコガネ（第9闘）の場合のよう．なXεYのはっきりとした接合の欣態

は認められない。

(C) Trichinae （トラハナムグリ亜科）

(5）幻イcliiilsfasdat1ls Linn. （コトラハナムグリ〉
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第16ー19掴染色体構成の比較． 16, Anomala rafocuprea. 17, A. corpulenta. 18, Pop ill ia 
. japonica. 19, Trichius fasciatus・、

精原細胞の染色体陪観察するとiたができ友かった。第14歯｜は第一分裂中期の極面観でね＝10

である 第一分裂の染色体数は先のクロハナムグリと同じく 10箇であワて，第15闘はそD側面

観である．第一分裂の極面観及び側面翻における染色体の形態及び行動はクロハナムグリの場

合と殆ん芝餐りは危い§それ故との種類。Y染色体も恐らく極く小形であるぎと想像されるo

n=lOでX-Y型で、あるからとの種類の倍数。染色体教は20簡でるると考えてよい。

考 － 察

ヒメコガネ，チヤイローコガネ及びマメコガネの3種類は同一亜科〈スジコガネ亜科〕に麗す

るo染色体教は3種類共に2nニ18,n＝りで，性染色体一位三（－Y型である。亦常染色体θ形態も共

通した鮪が多いJ しかし全体的~みて， チヤイロ・コガネのJ染色体は最も小さし ヒメコガ

ネがとれにつぎ，マヌコガネが最も大きい。玄染色体の大さは大体常染色体。大さと同様なる

差異を示すが.Y染色体の大さはマメコガネが一番小さくて， ヒメコガネとチヤイローコガネは

マメコガネ主りも精々大きい。そしてとの雨種の間には余り大きな差異はない。ハナムグリ豆 、

科のクロハナムグリは 2n= 20, n;= 10で，性染色体は X-Y型である。 Y染色体は極くノj、形で，

第一分裂像では殆んど認められない程度である。 トラハナムグ亜科・tc属するコトラハナムグリ

はね＝10で，第一分裂における染色体の形態も前種によく似ているo 染色体数及び染色体の形

態よりみれ2ば，との2亜科は非常に近縁でaうろうと想像される9 第16-19闘は精原細胞の染色
体を比較するために，相！司封注文さの！｜腐序に配列した闘である。

3 ガネムシ科昆虫の染色体は，著者のとの度の研究を併せて，現在迄のととる僅か15種類が

調べられたにすぎ友い白との15種類を亜科に土って分類し，染色体重文，性染色体及び研究者を

第 1表K示す。

第 1表 現在までに研究されたコズfネムシ科15穫の染色体重立表

種 名

12s 
' 128 
6( Lll) 
6( L ll) 

註 ｜研究者

X-Yの区別たし IHn.yden 1925 
グ ！ グ

Coprinae 
Plianαeils cαrnifex 
Ph. igneus 

Dynas低nae
Oryctes nαsicm・il/Ui:i 12s I 6(1 , ll ) 

y

r

J

 

Z

X

X

 
Prowazek 1902 

＼ 
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Ruterinae 
Anomαfα6門1:1α'ocuprea 18s 9( I , B ) 玄Y Yは比絞的4さいIYosi 

eもo』~ii~臼・p'ldjα~ponicα 
// // // // // 

// // // Yは可成り小さい // 
C I 

·~~~r;tααm ftむc~i~t酔nmα
208 100 ,n) X『Y I Stevens 1H06 

// // L/ ly哨 K.11c; ¥f"¥I Yosi 
Euchilinae 

~~~αもfi1lrα13.tαnigtJira // // // // I Shaffer 1920 
Mel e 
Lαclinosteれもαdelα，tα， // // // 五F // 

f: f;£dα t/:8 
// // // // // 

// // // // // 

L. t // グ // // // 

Trichinae 

肝dc~~併~n同協~点nαai;:α•：~＂＇ 
可グ dグ // // I Yosida 

Subf~~！ tαtα // // I e グ // I Shaffer・W20
， 

調査された15種類は7亜科に分類される（但し1種類だけは所属亜科は不明〉。 各亜科に属す

る種類の染色体教は一定で，染色体数によ9てとれを分類すれば， 2n=12, 2n= 18及び 2n=20

(l) 3群に分たれる（第1表）。 コガネムシ科のとれらの7亜科の類縁関係を論宇れば， 2n=12

の Coprinae （グイコクコガネ亜科）と Dynastinae （カブトムシ亜科〉の2亜科は比較的近

縁であろう。 Cetoninn.e （ハナムグリ亜科）， Trichinae （トラハナムグP亜科）, Melolonthi nae, 

Euchilinae （テナガコガネ亜科〉の4.m!科8種類及び亜科不明の Pelidona旬。1種類は 2n=

〆 20である9 Shaffer 0920）の原著をみると， も亜科7種類（1種類は亜科不明）の核型は

Cetoninaeの Glycyphana falvisternrnαに類似している。即ち大小のV形或は J形の常染色

体と非常に小さ友Y染色体とからなっている。 Stevens(1906）によって研究された Oetonint胞

の Euplwriα の核型は， その原著がみられないので不明であるが， 2n =20であるととは

Shaf伽く 1920）の論文により明らかであるo 核事的関係、から論やれば， 2n=20の生亜科10種

類は，他の綾型のもの主り．もより近縁であるといえる。 Ruterinaeの3種類は2n=18で，現在

までの調査ではとの亜科のみが18箇の染色体数をI~もった溺立のん群である9

以上の如く，コガネムシ科6！亜科の類縁関係を染色体数によって論じたが，資料が少いので
決して確定的なる結論与は云いえ友い。との考察については分類事者の間に多くの実論がある

ととと思う。しかし染色体が遺停因子の捻荷休であり，その餐異によって種が分化し生物が

進化すると考えられ，ているθで，染色体を基礎として生物を分類するととは甚だ合理的であり，

また現在のように外部の形態のみによる分類方法に， よりよき資料を提供するものと思われ

る。

ヨえに常染色体と性染色体の量的関係につので者えてみる。著者は先の研究において，近縁な

る種麗聞には，常染色休ど性染色休との間には量的にある一定。平衝関係が存在ナるのではな

からうかということを考えたく吉田 Ul44,1946, 1949h)0 .Rllち常染色体の総体的な量〈犬さ或

は数）に封して，X染色体の総体的友金く大さ或は数〕は相釘的陀増減をする＠とれ陀反して Y

染色体は逆の増減をする＠との度研究せるコガネムシ科についてとの関係を考察してみる。先... 
づヒメコガネ，チヤイロコガネ及び手メコガネの3種類についてであるが，との 3種類は共k

2n:::-:1sで，核型も甚だよく似ており，性染色体も~tr: X-Y型である。しかし常染色休の金休的
危大さに務分差異があって，常染色体の大さに封して玄染色体は相到的に増減を示しており， Y
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染色体は逆に増減している。との関係は第16-18闘をみると特に明らかであるaグロハナムグ

－，は2n=20で， 染色体教はスジコガネ亜科のものまりも 1封多い。 X染色体は曾jに大きいが，

Y染色体が非常に小さくなっている（第四闘）。 コトラハナムグPの染色体ぽグロハナムグリ

と同様に2n=20, n=10で，との種類のY染色体も甚だ小さいa以上の観察結果からY染色体の／

大さは常染色体の線休的危量に劃して逆に増減するとい5考察に主くあてはまる。 Schaffer 
(Hl20）は2'h=20D5種類危調べているが，とれら5種類のY染色体は，ナペて甚だ小さいと

記述している。次にコガネムシ科の中で，極端に染色体教の少い， 2n=12の種類の性染色休は’

どラ怠っているだらうかoHayden (1925）によって研究された Ooprinae Go 2種類は共に 2n

=12で， とれら 2種類のY染色体は甚だ大き 4くて，玄染色体と殆んど直別ができない。それ故 4 

精原細胞の染色休構成では，常染色体から性染色休を識別するどとがで、きないとのベている。

即ち染色体教が極端に減少し常染色体の総体的危量が減じた場合に， X染色体もそれに膝じ

て減少するが， Y染色体のみが逆に増加を蒸して、いるので， X及びY染色休は殆んど匿別ができ

たいまでに等しい大さに怠っていると考えられる。とれも常染色体と性染色体の量的関係を論

やる場合の一つのよき資料である。

要 約

1. コガネムシ科（Scarnhaei dae）の 5 種類（ヒメコガネ An仰Zαfα 門的eup •reα，チヤイロコ

ガネ A. corpulenta, マメコガネ Popilliα Jα.ponicα， クロハナムグリ Glycyphαna 

Jul vi stemm，α， コトラハナムグリ Tricliiitsfんsciαtus）の梁色体を比較研究した。
2. ヒメコガネ，チヤイトコガネ及びマメコヌ〈ネはスジコガネ亜科〔Ru加linae）に麗し，染色・

体数は2n=18, n=9( I, H）で， X-Y型であるo クロハナムグリはハナムグリ亜科（Oetoninae) 
に属し，染色体教は2n=20, n=lOで玄－Y型である。 コトラハナムグリはトラハナムグリ亜科

くTrichinae）に属し， n=lOで、ある。精原細胞の染色体は観察さ杓主かったが， 2n=20でX-Y

型であらうと想像される。

3. 現在までに染色休の研究されたコガネムシ科15種類を亜科にまって分類し， それを染色

体教に主って分ければ第1表の如くに怠る。 即ち2n=12の群が2専科3種類， 2n=18D群が

1亜科3種類， 2n=20の群が5亜科9種類（ 1種類は亜科不明〉であるo
4. 同じ渠色体数を有する亜科は，染色体数を異にする亜科よりも近縁であろうと考察した。

5. とのたび研究した5種類と，他の研究者によって報告された10僅類との染色体の比較研

究から，常染色体の総体的な量はX染色体の総体的な量と相封的に増減し， Y染色体は相封的

に逆に増減するということが考察された。
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Resume 

The prese凶 paperden.ls w~ th也ecompa.ra.ti ve 前udyof the chromosomes in five 

species belonging to the Sc制

following色able： 

Species 
む長N函扇面
2n 11 17, I Sex-chr. Remarks 

Rutelinae 
An仰lαla~~｛oα cuprea ，『 18 ¥ 9 X-Yδ 

Figs:lι7～hr e句』p田＇~回＇·~伊t吻おUα1 18 ~ // // Figs 
jα，ponicα ＿＿. 18 グ // Figs 

c • ! 
Glycyphαnα20  10 巳 // Fi gs.10-13,Hl 
Jal vi stenunα 

Trichinae 
Trichiits fiαBciαt'llS - I ~ 10 I・ // I Figs.14-15 

There are 15 species in which出echromosomes have been studied so far, including tM 

prese凶 da愉. These 15 species seepi to be divided into 7 subfamilies, and there nr~ ぬree

groups as regard toもheirchromosome numbers, such as those having 2n=l2, 2n=l8 and 

2n = 20, respectively (Table 1）・

l3y comparison of也echromosomes, i色isp1・obable白川もhesubfamilies having the 

-same chromosome numbers are close onもheir品xonomicalrelfttion. Further it is sugg卵胞4
品川e もhere・ is a relaもive evidence 勺between 価e size of也eantosomes and thnt of.ぬe

sex-chromosomes. 
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